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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

　

県
農
業
試
験
場
い
ち
ご
研
究
所
で
開
発
さ
れ

た
「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」。
名
前
の
由
来
は
、
大
き

さ
、
美
し
さ
、
お
い
し
さ
の
全
て
が
大
空
に
届

く
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
い
ち
ご
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
、
県
内
に
あ
る
百
名
山
の

一
つ
皇す
か
い
さ
ん

海
山
に
も
ち
な
ん
で
い
ま

す
。
平
成
24
年
９
月
に
商
標
登
録

さ
れ
、
試
験
的
に
栽
培
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」
の
特
徴
は
、

①
25
㌘
以
上
の
果
実
の
発
生
割
合

が
６
割
を
占
め
る
な
ど
、
極
め
て

大
果
②
果
形
は
円
す
い
、
果
色
は

明
る
い
赤
色
で
光
沢
が
あ
り
、
外

観
が
優
れ
て
い
る
③
糖
度
と
酸
度

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
④
収

量
は
「
と
ち
お
と
め
」
よ
り
多
い

⑤
耐
病
性
が
「
と
ち
お
と
め
」
よ

り
強
い
こ
と
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
中
心
だ
っ
た
品
種

「
と
ち
お
と
め
」
の
単
価
は
、
こ

こ
十
数
年
で
約
１
割
低
下
、
市
場

に
お
い
て
も
産
地
間
競
争
が
激
化

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
ス
カ

イ
ベ
リ
ー
」
は
「
高
級
い
ち
ご
」

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
で
も『
い
ち
ご
新
品
種「
ス

カ
イ
ベ
リ
ー
」
実
証
栽
培
研
究
会
』

を
組
織
し
て
12
軒
の
農
家
が
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
研
究

会
の
会
長
田た
と
う藤
徹て
つ
お雄
さ
ん
は
「
現

地
検
討
会
な
ど
を
開
い
て
話
し
合

い
、
良
い
や
り
方
は
取
り
入
れ
て

勉
強
し
て
い
る
。
地
元
の
研
究

所
で
開
発
さ
れ
た
品
種
な
の
で
、

我
々
に
と
っ
て
作
り
や
す
い
の
で

は
な
い
か
。
産
地
間
競
争
を
勝
つ

た
め
、
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
品
種

で
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
一
番
大

き
く
て
一
番
お
い
し
い
と
い
う
太

鼓
判
が
付
い
た
、
栃
木
を
代
表
す

る
品
種
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」
は
東
京
の
デ
パ
ー
ト
な
ど

で
販
売
さ
れ
、
今
後
の
人
気
上
昇
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　栃木の代表イチゴとなることを期待される「スカイベリー」。誕生の地・栃木で大切に育て
られている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都賀町木で 12 月 18 日撮影）

ス
話 題 の 新 品 種 い ち ご

カイベリー “代表” へ栃
地 元

木で育む

２
月
３
日
及
び
10
日
に
各
課
が
新
庁
舎
へ
移
動
し
ま
す
。
電
話
番
号
も
変
わ
り
ま
す
。
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栃木市文化大使を委嘱しました

　文化大使として活動していただくために贈呈しま
した名刺は、栃木市の文化をＰＲしていただくこと
も含めて、渡良瀬遊水地のヨシを使用した用紙で作
製しました。

市特別顧問
（浮世絵研究家）

浅
野　

秀
剛
氏

小山工業高等専門学校名誉教授
（文化財保存）

國學院大學栃木短期大学名誉教授
（国文学・民俗学）

河
東　

義
之
氏

小
林　

吉
一
氏

小山工業高等専門学校校長
（建造物保存）

苅
谷　

勇
雅
氏

▽文化大使の話
　栃木市文化大使に委嘱され、たいへん光栄に
存じます。これからさらに栃木市の文化振興の
ために尽力していきたいと思います。

　教育委員会では､ 文化振興を図るとともに市民協働による文化事
業を推進するため ｢栃木市文化振興推進制度｣ を制定しました。
　この制度の一つとして、『栃木市文化大使』を設置し、去る平成
25 年 12 月 18 日、市役所において委嘱状交付式を行い５人の方を
委嘱しました。
　「文化大使」とは、市の文人もしくは墨客又は歴史、文化遺産等
について造詣が深く専門的な助言・講話等をしていただける方で、
本市と縁（ゆかり）のある方を委嘱するものです。市文化振興事業
の際にも支援、協力を願い、市内外に向けて市の文人・墨客や各地
域に存在する数々の歴史・文化遺産を紹介していただくとともに、
市内の文化遺産や文化活動に対して助言、指導をいただくことによ
り、本市の文化面の魅力を情報発信するとともに、文化振興を図っ
ていきたいというものです。
　具体的には、講演会での講師やイベント等でのパネル原稿の作成、
美術品・文化財の鑑定等への協力、文化団体等への助言、指導をお
願いしたいと考えています。
　今後、さらに美術・音楽分野などの方々も委嘱していく予定です。

 文化課　☎ 20 ‐ 1089（2 月 3 日以降☎ 21 ‐ 2495）

公益財団法人とちぎ未来づくり財団
埋蔵文化財センター副所長

（埋蔵文化財）

初山　孝行氏

（写真は右から鈴木市長、初山氏、苅谷氏、後藤教育委員長）
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No.17

　皆さん、こんにちは。今回は、栃木
市の財政状況についてお話しします。
　まず、借入金についてですが、借
入金の平成 24 年度末の残高は約
490 億円です。この中には、本来、
国から地方に対して支払われるべき
お金が約 206 億円含まれていまし
て、この分は、後年度に地方交付税
として市に還元されるものです。
　これを含めた市民一人当たりの借
入金額は約 33 万円であり、全国に
おける同規模の自治体の平均的なレ
ベルにあります。
　しかし、もちろん安易に借金をす
るということは厳に慎まなければな
らず、規律ある財政運営に努めてま
いります。
　次は、市の貯金である基金につい
てです。この中で特に重要視される
のが、財政調整基金と減債基金です。

財政調整基金は市政運営に自由に使
える基金であり、減債基金は借入金
の繰上償還や元利償還金に充当する
ものです。
　平成 24 年度末の残高は、財政調
整基金約 65 億円、減債基金約 27
億円、合わせて約 92 億円です。こ
の金額は県内では宇都宮市に次いで
２番目であり、全国の同規模の自治
体の平均約 43 億円より多くなって
います。
　基金については、合併後の様々な
財政需要に対処するため、機動的か
つ弾力的な運用を行っていますが、
限りある財源であることを念頭に新
たに積み立ても行い、予算規模の一
定割合は常に確保していきたいと考
えております。
　次は、先ほど少し説明しました地
方交付税についてです。地方交付税
は自治体の規模に応じて標準的な行
政需要を算定し、その額から基準と
なる収入額を差し引いた不足額が国
から交付されるものです。
　合併した自治体については、合併

市の財政状況について

栃木市長　鈴木俊美

栃木市長及び市議会議員選挙について
　  投票所入場券の変更について 
　４月 20 日（日）に投票が行われる栃木市長及び市議
会議員選挙から、投票所入場券の様式が、裏面に「期日
前投票宣誓書兼請求書」が追加され、１枚に２人記載の
ハガキに変更になります。投票できる方が１世帯３人以
上の場合は複数のハガキが郵送されますので注意してく
ださい。
　また、期日前投票をされる方は、あらかじめハガキ裏
面に掲載してある「期日前投票宣誓書兼請求書」に必要
事項を記入してお持ちいただくと、受付手続きが早く済
みます。
　なお、投票日当日に投票される方は、宣誓書を記入す
る必要はありません。
　  投票所変更のお知らせ 
　栃木市役所の庁舎移転に伴い、栃木第２投票所（栃木
市万町１番～ 16 番・入舟町・錦町）の方は、投票所が
旧本庁舎玄関から入舟庁舎（現福祉庁舎）に変更になり
ます。
　また、栃木市役所期日前投票所も市役所玄関前から入
舟庁舎（現福祉庁舎）に変更になりますのでご注意願い
ます。

選挙管理委員会事務局☎ 21 ‐ 2631
（２月３日以降　☎ 21‐ 2531）

証
明
書
自
動
交
付
機

停
止
の
お
知
ら
せ

　

庁
舎
移
転
工
事
に
伴
い
、
本

庁
舎
に
設
置
し
て
い
る
証
明
書

自
動
交
付
機
に
つ
い
て
、
次
の

期
間
利
用
を
停
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
停
止
期
間
中
は
「
プ
ラ
ッ

ツ
お
お
ひ
ら
」（
東
武
新
大
平

下
駅
南
）
の
自
動
交
付
機
を
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
期
間　

２
月
７
日
（
金
）
17

時
15
分
～
３
月
15
日
（
土
）

※
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら
の
自
動

交
付
機
は
、３
月
１
日
～
２
日
、

休
館
日
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
に
利
用
を
停
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
７

（
２
月
10
日
以
降  

☎
21
‐２
１
２
６
）

市
不
育
症
治
療
費
助
成
制
度

登
録
型
本
人
通
知
制
度

　

市
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
等
の
不
正
請
求
、
不
正
取
得

に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
を

防
ぐ
た
め
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
等
を
本
人
の
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
時
に
、
事
前

に
登
録
し
た
方
に
交
付
し
た
こ

と
（
交
付
年
月
日
、
種
別
及
び

通
数
、
交
付
請
求
者
の
種
別
＝

代
理
人
又
は
第
三
者
の
別
）
を

知
ら
せ
る
「
登
録
型
本
人
通
知

制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
で
き
る
方
は
、
本
市
の

住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
る
（
い
た
）
方

で
、
本
人
が
登
録
す
る
場
合
は

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
本
人
の
写
真

が
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
等
）
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、
本
庁
市
民

生
活
課
及
び
各
総
合
支
所
生
活

環
境
課
に
あ
る
「
本
人
通
知
制

度
事
前
登
録
申
込
書
」
に
記
入

し
て
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
問
合
先
へ

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
６

（
２
月
10
日
以
降
☎
21
‐２
１
２
３
）

市
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　

国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対

し
、
医
療
保
険
適
用
外
の
治
療

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
を
満

た
す
方
）
①
婚
姻
し
て
い
る
夫

婦
②
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の
一

方
又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃
木

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
③

医
療
保
険
各
法
の
加
入
者
④
市

税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
助
成
期
間　

子
一
人
に
つ
き

通
算
５
回
ま
で
（
１
年
度
１
回

／
通
算
に
は
合
併
前
の
旧
市
町

で
申
請
を
行
っ
た
回
数
も
含
む
）

◆
助
成
金
額

　

医
療
保
険
適
用
外
治
療
費
の

２
分
の
１
の
額
。
た
だ
し
栃
木

県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

等
の
対
象
と
な
る
場
合
は
治
療

費
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た

額
の
２
分
の
１
（
限
度
額
は
１

年
度
10
万
円
）

◆
申
請
期
限　

医
師
が
証
明
し

た
治
療
期
間
の
最
終
日
か
ら
１

年
以
内

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
直
接
左
記
へ
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
４

（
２
月
10
日
以
降
☎
21
‐２
１
３
７
）

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
２
３

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

　

国
内
の
医
療
機
関
で
、
不
育

症
と
診
断
さ
れ
医
師
に
よ
る
不

育
症
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対

し
、
医
療
保
険
適
用
外
の
治
療

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者
（
左
記
の
す
べ
て
を

満
た
す
方
）
①
婚
姻
し
て
い
る

夫
婦
②
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の

一
方
又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃

木
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

③
医
療
保
険
各
法
の
加
入
者
④

市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
治
療
期
間　

平
成
25
年
４
月

１
日
以
降
の
治
療
で
出
産
等
に

伴
い
治
療
が
終
了
す
る
ま
で
の

期
間

◆
助
成
金
額　

医
療
保
険
適
用

外
治
療
費
の
２
分
の
１
の
額
。

た
だ
し
他
制
度
の
助
成
対
象
と

な
る
場
合
は
治
療
費
か
ら
助
成

額
を
差
し
引
い
た
額
の
２
分
の

１
（
１
年
度
30
万
円
を
限
度
）

◆
申
請
期
限　

治
療
終
了
後
、

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
。

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
直
接
左
記
へ
。

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
４

（
２
月
10
日
以
降
☎
21
‐２
１
３
７
）

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
２
３

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

　

母
子
家
庭
の
母
の
仕
事
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
し
ま
す
。

○
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
な
ど

の
資
格
を
取
る
た
め
に
養
成
機

関
（
学
校
）
で
２
年
以
上
の
教

育
課
程
を
受
け
る
場
合
に
、
修

業
支
援
手
当
・
入
学
支
援
修
了

一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

指
定
教
育
訓
練
講
座
（
医
療

事
務
・
介
護
職
員
初
任
者
研
修

な
ど
）
を
受
け
る
場
合
に
、
修

了
後
に
受
講
料
の
２
割
相
当
額

（
上
限
10
万
円
）を
支
給
し
ま
す
。

☆
共
通
事
項

　

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、

受
講
前
に
相
談
の
う
え
事
前
登

録
・
講
座
指
定
の
申
請
が
必
要

で
す
。

 

こ
ど
も
課　

 

☎
21
‐
２
５
１
３

（
２
月
10
日
以
降 

☎
21
‐２
２
２
９
）

前にそれぞれの自治体
が受けていた額の合計
額が一定期間は確保さ
れます。本市においても、
本来の算定額に比べ約 25 億円の追
加配分をうけています。これは、合
併後５年間の時限措置であり、その
後５年間かけて緩やかに本来の額に
戻ります。
　このため、市としましては、平成
25年度から５年間の計画期間を設け、
行財政改革大綱・財政自立計画を策
定し、この減収期に備えています。
　本市は、今後、小中学校の改築事
業、保育園の再整備事業、斎場再整
備事業、千塚町上川原地区産業団地
整備事業などの大規模事業を進めて
まいります。こうした事業の財源を
しっかりと確保するとともに、選択
と集中による効果的かつ効率的な行
財政運営に努め、市民の皆様が本市
の未来に夢を描けるようなまちづく
りを進めてまいりますので、ご理解
とご協力をお願いいたします。
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参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ア
ダ
プ
ト
制
度
に

定住希望者住宅新築等補助制度
　定住人口の増加を促進し、活性化を図る目的で、賃貸
住宅居住や市外在住の皆さんが市内に定住するために新
築又は購入した住宅に補助金を交付しています。
◆補助額等
　対象住宅（居住部分）に係る固定資産税および都市計
画税相当額（固定資産税および都市計画税が新たに、平
成 25 年度までに課税されたものは３年間、平成 26 年
度に課税されたものは２年間補助）
※平成 26 年度に新規に課税される住宅をもって、この
制度は終了します。
◆申請手続き
　毎年、固定資産税および都市計画税を完納後に申請。

（2 年目以降の申請もそれぞれの課税年度内に申請が必
要となります）
◆申請期限

平成 25 年度課税分 平成 26 年 3 月末日

平成 26 年度課税分 平成 27 年 3 月末日

◆対象者（次のいずれかに該当する方）
①補助対象住宅の新築又は購入の契約日前２年以上、市
　外に居住していた方
②補助対象住宅の新築又は購入の契約日前２年以上、市　
　内の賃貸住宅に居住していた方
③親族が所有する市内の家に同居していた方で、他の敷
　地に住宅を新築又は購入し、当該親族と生計が別に
　なった方
◆対象住宅（次の①～②を満たす住宅）
①対象者が新築又は購入し、自ら住んでいる住宅
　（契約日が平成 22 年 3 月 29 日以降のもの、なお、
　西方地域は平成 23 年 10 月 1 日以降のもの）
②併用住宅の場合、非住宅の部分が 50㎡以下かつ建築
　物の延べ床面積の 2 分の 1 未満のもの
※既存住宅の建て替えや増築、中古住宅の購入は対象外。
★個々の該当の有無については下記へ。

 建築課 　　☎ 21 ‐ 2622
（2 月 3 日以降☎ 21 ‐ 2451）

 都市建設課 ☎ 43 ‐ 9215
 都市建設課 ☎ 62 ‐ 0908
 都市建設課 ☎ 29 ‐ 1105
 産業建設課 ☎ 92 ‐ 0314

平
成
25
年
度
学
童
保
育

春
休
み
利
用
申
込
受
付

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保
護
指
導
を
受
け
ら

れ
な
い
児
童
を
対
象
に
、
春
休

み
の
期
間
中
の
み
の
学
童
保
育

利
用
申
込
み
の
受
け
付
け
を
し

ま
す
。

　

現
在
学
童
保
育
を
利
用
し
て

い
る
方
は
、
改
め
て
申
し
込
み

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象　

栃
中
央
小
、栃
三
小
、

栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大

宮
北
小
、
吹
上
小
、
大
平
・
藤

岡
・
都
賀
地
域
内
各
小
学
校
通

学
区
域
内
学
童
保
育

※
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
込
ん
で
も
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法　

２
月
17
日（
月
）

～
28
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
用

紙
（
本
庁
、
各
総
合
支
所
及
び

各
学
童
保
育
に
あ
り
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
申
込
・
問
合
先

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

 

こ
ど
も
課　

  

☎
21
‐２
５
６
９

（
２
月
10
日
以
降  

☎
21
‐２
２
２
１
）

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
２

ま
た
は
各
学
童
保
育

　

ア
ダ
プ
ト
制
度
と
は
、
個
人
や
団
体
、
企
業

等
の
グ
ル
ー
プ
が
道
路
・
河
川
・
公
園
の
公
共

施
設
に
お
い
て
清
掃
や
美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
市
民
参
加
の
制
度
で

す
。

　

市
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入
を
は
じ

め
、
清
掃
用
具
の
貸
出
、
草
花
の
種
や
球
根
を

配
布
す
る
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

き
れ
い
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

～
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
流
れ
～

①
市
へ
連
絡
を
す
る

②
市
と
協
議
を
し
て
活
動
区
域
を
設
定
し
、
届

　

出
書
を
提
出
す
る

③
市
と
合
意
書
を
取
り
交
す

④
市
と
協
議
し
な
が
ら
清
掃
活
動
を
行
う

 

道
路
課 　

   

☎
21
‐２
６
３
８

（
２
月
３
日
以
降  

☎
21
‐２
４
０
８
）

 

河
川
緑
地
課 

☎
21
‐２
２
４
６

（
２
月
３
日
以
降  

☎
21
‐２
４
１
１
）

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
整
備
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
整
備
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
お
見

舞
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
11
月
30
日
現
在
、
総
額
は

８
６
，
３
３
８
，
３
５
５
円
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
は
、
次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

石
川　

猛

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３

市
政
発
展
の
た
め
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
22
日
、
会
社
設
立

１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
惣
社

町
に
支
店
の
あ
る
株
式
会
社
丹

波
屋
様
よ
り
１
０
０
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
＝
写

真
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
市
政
発
展

　

新
た
な
難
視
地
域
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
受
信
対
策
と
し

て
、
栃
木
大
森
テ
レ
ビ
中
継
局

が
平
成
26
年
２
月
に
開
局
し
ま

す
。

　

太
点
線
の

内
側
が
受
信
エ

リ
ア
の
目
安
で

す
。

　

エ
リ
ア
内
で

あ
っ
て
も
、
地

形
や
樹
木
な
ど

に
よ
っ
て
電
波

が
さ
え
ぎ
ら
れ

る
場
合
や
電
波

の
伝
搬
状
況
な

ど
に
よ
り
視
聴

で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
リ
ア

外
で
あ
っ
て
も

受
信
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
受
信

す
る
に
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放

問合先
総務省 地デジコールセンター 0570 － 07 － 0101 
総務省 関東総合通信局 放送部放送課 03 － 6238 － 1944

日本放送協会（ＮＨＫ） 0570 － 00 － 3434
ふれあいセンター（受信相談）

（株）とちぎテレビ 028 － 623 － 0031（代表）
日本テレビ放送網（株） 03 － 6215 － 4444（視聴者センター）

（株）テレビ朝日 03 － 6406 － 5555（視聴者センター）
（株）ＴＢＳテレビ 03 － 3746 － 6666（視聴者センター）
（株）テレビ東京 03 － 5470 － 7777（代表）
（株）フジテレビジョン 03 － 5500 － 2005（視聴者センター）

地
デ
ジ　

テ
レ
ビ
中
継
局
開
局

  

法
定
外
公
共
物

（
赤
道
、
水
路
等
）
利
用

　
　
（
使
用
）
の
際
の
お
願
い  

　

市
所
有
の
法
定
外
公
共
物
を

利
用
し
た
工
作
物
、
構
造
物
な

ど
の
設
置
行
為
、
並
び
に
用
途

廃
止
、
払
下
げ
な
ど
は
市
の
許

可
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
法
定
外
公
共
物
を
損

傷
し
た
り
、
無
断
で
使
用
し
た

場
合
に
は
、
５
万
円
以
下
の
過

料
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
の
許
可
を
受
け

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
法
定
外
公
共
物
」と
は
、国
道
、

県
道
、
市
道
以
外
の
道
路
（
赤

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
次
の
事
を

守
り
、
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬

市立皆川城東小
市立皆川中

栃木
都賀JCT

栃木IC

市立吹上小市立
吹上中

東北自動車道東北自動車道

126

75
309

32

3732

市立
千塚小

栃木大森中継局
293

放
送
局
名

リ
モ
コ
ン
番
号

チ
ャ
ン
ネ
ル

NHK 総合 １ 44
NHK Ｅテレ ２ 38
とちぎテレビ ３ 41
日本テレビ ４ 48
テレビ朝日 ５ 51
TBS テレビ ６ 31
テレビ東京 ７ 40
フジテレビ ８ 50

【
栃
木
大
森
テ
レ
ビ
中
継
局
の
受
信
エ
リ

ア
の
目
安
と
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
】

（
偏
波
面　

水
平
偏
波
）

送
対
応
の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と

受
信
機
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
い
受
信
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
最
寄
り
の
電
器
店
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

道
等
）
や
１
級
河
川
、２
級
河
川
、

準
用
河
川
以
外
の
河
川
（
水
路

等
）
な
ど
を
い
い
ま
す
。

 

道
路
課　
　

 

☎
21
‐２
６
３
５

（
２
月
10
日
以
降  

☎
21
‐２
４
０
３
）

 

都
市
整
備
課 

☎
43
‐９
２
１
４

 

都
市
建
設
課 

☎
62
‐０
９
０
８

 

都
市
建
設
課 

☎
29
‐１
１
０
５

 

都
市
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
４

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

は
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
す
る

▽
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い

（
散
歩
の
と
き
も
放
さ
な
い
）。

犬
が
人
を
咬
む
お
そ
れ
の
ほ

か
、
犬
が
被
害
者
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

▽
散
歩
時
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
る

▽
鳴
き
声
に
配
慮
し
、
ど
う
し

て
も
鳴
き
や
ま
な
い
時
は
、
家

の
中
に
入
れ
る
な
ど
工
夫
し
て

飼
う
よ
う
に
す
る

※
犬
の
し
つ
け
に
関
す
る
問
い

こ
と
は
、
県
動
物
愛
護
指
導
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い
で

▽
え
さ
を
与
え
る
と
野
良
猫
が

多
く
集
ま
り
、
フ
ン
の
害
な
ど

で
近
所
の
迷
惑
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
え
さ
だ
け
を
無
責

任
に
与
え
る
こ
と
な
く
、
飼
う

な
ら
責
任
を
も
っ
て
室
内
飼
い

を
し
ま
し
ょ
う
。

 

環
境
課       

☎
21
‐
２
６
０
１

（
２
月
10
日
以
降  

☎
21
‐２
１
４
１
）

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
１

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
８

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
‐
６
８
４
‐
５
４
５
８

の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 

財
政
課　

   

☎
21
‐
２
３
０
１

（
２
月
３
日
以
降 

☎
21
‐２
３
２
１
）
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平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
２
月
２
日
付
「
市
役
所
わ
き
の
県
庁
堀
に
」　　
　
　
　

下
野
新
聞
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
納
付
は

便
利
で
得
な
口
座
振
替
で
！

所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

　

次
の
方
は
、
所
得
が
な
い
場
合
で
も
前
年
の
所
得
を
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
保
険
料
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
を
継
続
承
認
さ
れ
て

い
る
方

　

日
本
年
金
機
構
が
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
全
額
免
除
・
納
付
猶

予
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
所
得
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
審
査
が

で
き
ず
に
却
下
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
継
続
承
認
さ
れ
て
い
る

方
は
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
20
歳
前
障
が
い
に
よ
り
障
が
い
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

（
年
金
コ
ー
ド
６
３
５
０
・
２
６
５
０
の
方
）

　

20
歳
前
障
が
い
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
に
は
所
得
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。
前
年
の
所
得
に
よ
り
、
年
金
が
全
部
停
止
ま
た
は
一
部

停
止
に
な
り
ま
す
。
所
得
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
審
査
が
で
き

ず
に
年
金
が
一
時
差
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
考　

今
年
度
は
、所
得
が
約
３
６
０
万
円
以
上
で
一
部
停
止
、

約
４
６
２
万
円
以
上
で
全
部
停
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
扶
養
人

数
が
０
人
の
場
合
）

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
５

（
２
月
10
日
以
降 

☎
21
‐２
１
３
４
）

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ

も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

◆
口
座
振
替
の
種
類

①
２
年
前
納　

２
年
分
の
保
険

　

料
を
４
月
末
に
一
括
引
落
。

　

毎
月
現
金
で
納
付
し
た
場
合

　

に
比
べ
、
約
１
４
，
０
０
０

　

円
割
引
に
な
り
ま
す
。

②
１
年
前
納　

１
年
分
の
保
険

　

料
を
４
月
末
に
一
括
引
落
。

　

毎
月
現
金
で
納
付
し
た
場
合

　

に
比
べ
、
約
３
，
７
０
０
円

　

割
引
に
な
り
ま
す
。

③
６
カ
月
前
納　

６
カ
月
分
の

　

保
険
料
を
４
月
末
と
10
月
末

　

に
一
括
引
落
。
毎
月
現
金

　

で
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
、

　

約
２
，
０
０
０
円
割
引
に
な

　

り
ま
す
。

④
毎
月
振
替
（
早
割
）
当
月
分

　

保
険
料
を
当
月
末
に
引
落
。

　

月
々
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
申
込
み

　

納
付
書
又
は
年
金
手
帳
、
通

帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
お
持

ち
の
う
え
、
口
座
振
替
申
出
書

を
年
金
事
務
所
又
は
利
用
に
な

る
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
出
書
は
、
年
金
事
務

所
、
金
融
機
関
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

　

２
年
前
納
・
１
年
前
納
・
６

カ
月
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
年
金
事
務
所
に
２
月
末
必

着
で
す
。
お
早
め
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保

　

険
料
及
び
割
引
額
は
未
定
。

栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
22
‐
６
０
７
４

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
５

（
２
月
10
日
以
降  

☎
21
‐２
１
３
４
）

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

対象者 内容 送付時期
平成 25 年中に▽国民健康
保険税▽介護保険料▽後期
高齢者医療保険料を口座振
替又は直接金融機関で納付
した方

平成 25 年中に
納付した税目
ごとの保険料
額

１月 31 日
（金）

平
成
25
年
分
所
得
申
告

参
考
資
料
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
25
年
分
所
得
申
告
参
考

資
料
（
は
が
き
）
を
次
の
と
お

り
送
付
し
ま
す
の
で
、
平
成
25

年
分
所
得
税
確
定
申
告
又
は
平

成
26
年
度
市
県
民
税
申
告
で
社

会
保
険
料
控
除
を
す
る
場
合
は

使
用
く
だ
さ
い
。

※対象の方全てに送付しますので、税申告の必要がない方にも
送付されます。税申告をしない方はこの通知を受け取ったこと
により、特に手続きを行う必要はありません。

◆
手
続
き
・
問
合
先

 

市
民
税
課　

☎
21
‐２
１
２
３

（
２
月
10
日
以
降
☎
21
‐２
２
６
３
）

 

税
務
課　

   

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課　

   

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課　

   

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

　
　
　
　
　
　

☎
92
‐
０
３
０
４

口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

◆
受
付
窓
口　

市
役
所
、
各
総

合
支
所
、
各
支
所
・
出
張
所
、

取
扱
金
融
機
関

◆
用
意
す
る
も
の　

取
引
金
融

機
関
の
通
帳
、
通
帳
届
出
印

◆
利
用
で
き
る
金
融
機
関　

市

内
の
金
融
機
関
の
本
・
支
店
と

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
佐
野
信

用
金
庫

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
の
方

　

は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
直

　

接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
引
き
落
し
日
前
に
は
残
金
の

　

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

　

の
口
座
振
替
に
つ
い
て
、
新

　

年
度
か
ら
変
更
の
方
は
４
月

　

中
ご
ろ
ま
で
に
届
け
出
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

 

収
税
課　

   

☎
21
‐
２
１
３
１

（
２
月
10
日
以
降 

☎
21
‐２
２
８
１
）

　火災予防思想の一層の普及と火災
による死傷者や財産損失の減少を目
的に全国で展開されます。
平成 25 年度全国統一防火標語
 消すまでは　
                   心の警報
                              　ON のまま
市消防本部予防課 ☎２２－０１１９（代）

市消防団栃木方面隊
大火防止消防訓練

　

日
時　

２
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

８
時
30
分
～
９
時
30
分

　

場
所　

栃
木
農
業
高
校
（
平
井
町
）

　

栃
木
市
消
防
団
15
台
及
び
栃
木
市
消
防
署
に
よ
る
山

林
火
災
を
想
定
し
た
放
水
、
連
携
訓
練
を
行
い
ま
す
。

付
近
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
栃
木
・
西
方
方
面
隊
・
女
性
消
防
団
員
募
集
中

自
分
た
ち
の
街
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
！

　

あ
な
た
の
力
を
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に

活
か
し
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
問
合
先
へ

 

危
機
管
理
課 

☎
21
‐
２
７
０
３

確
認
く
だ
さ
い
‼
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期

限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
、
大

腸
が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

　栃木市は歴史豊かな蔵の街として知
られるが、鯉のいる街の名も持つ。市
中心部を流れる巴波川と今月で旧市役
所となる本庁舎の周囲の県庁堀に多数
のコイが泳ぐ。
　鯉は放流されたもので、放流は市の
歴史を担ってきた巴波川を誇りに思
い、いつまでもきれいにとの願いを込
めて昭和 38 年に放流が始まった。以
後は補う形で毎年の恒例行事として、
市長や議長などが招待した幼稚園児や
小学生とともに県庁堀に放流した。県
庁堀は明治 17 年に市から宇都宮市に
移転されるまで、県庁だった名残の堀

割で、県立栃木高校、栃木中央小学校、
本庁舎を包むように流れ、市役所別館
方面から巴波川に流れ込む。平成８年
には県の指定文化財になっている。
　平成 16 年に全国的にコイヘルペス
病が発生し、県庁堀と巴波川において
多くの鯉が姿を消すことになった。そ
の後は、コイヘルペスウイルスの感染
拡大を防ぐため、しばらくの間、鯉の

放流が禁止され、県庁堀や巴波川では
色鮮やかな錦鯉を見ることができなく
なってしまった。
　平成 20 年からは検査済みの鯉のみ
試験的な放流を再開し、少しずつでは
あるが県庁堀で元気に泳ぐ錦鯉の姿を
楽しめるようになった。

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、
か
つ
て
の
市
内
の
様
子
を
当
時
の
新
聞

記
事
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

有
効
期
限
は
、２
月
28
日
（
金
）

で
す
。

　

期
限
が
近
く

な
る
と
、
申
込

み
が
集
中
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
受
診
く
だ

さ
い
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

　

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

各
種
訓
練
の
見
学
の
ほ
か
、
新

型
災
害
支
援
車
の
展
示
や
起
震

車
に
よ
る
地
震
体
験
、
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
の
防
災
コ
ー
ナ
ー
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
や
見

学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

▽
２
月
22
日
（
土
）　

８
時
30

分
～
11
時
・
合
戦
場
小
（
都
賀

町
合
戦
場
）

▽
３
月
９
日
（
日
）
８
時
30
分

～
11
時
・
真
名
子
小
（
西
方
町

真
名
子
）

※
両
日
と
も
雨
天
中
止

 

危
機
管
理
課
☎
21
‐
２
７
０
３

（
２
月
３
日
以
降  

☎
21
‐２
５
５
１
）
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市 県 民 税 申 告 相 談 受 付 日 程 表
３月 ２月

期日
※
市
県
民
税
申
告
の
延
長
（
16
時
～
18
時
30
分
）
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　

西
方
地
域
▼
２
月
27
日
（
木
）・
28
日
（
金
）　 

都
賀
地
域
▼
３
月
３
日
（
月
）・
４
日
（
火
）　 

大
平
地
域
▼
３
月
５
日
（
水
）・
６
日
（
木
）　　

藤
岡
地
域
▼
３
月
７
日
（
金
）・
10
日
（
月
）　　

栃
木
地
域
▼
３
月
11
日
（
火
）・
12
日
（
水
）

17
日
（
月
）

14
日
（
金
）

13
日
（
木
）

12
日
（
水
）

11
日
（
火
）

10
日
（
月
）

７
日
（
金
）

６
日
（
木
）

５
日
（
水
）

４
日
（
火
）

３
日
（
月
）

28
日
（
金
）

27
日
（
木
）

26
日
（
水
）

25
日
（
火
）

24
日
（
月
）

21
日
（
金
）

20
日
（
木
）

19
日
（
水
）

18
日
（
火
）

17
日
（
月
）

市役所本庁舎３階正庁 吹上
公民館

大宮
公民館

寺尾
公民館

国府
公民館

皆川
公民館 会場

大箱
森
薗
部
４
、
入
舟
、
柳
橋

薗
部
１

片
柳
４
・
５

片
柳
１

沼
和
田

日
ノ
出
、
湊

城
内
２

城
内
１
、
河
合

万
、
倭
、
旭
、
室

細
堀
、
川
原
田
、
千
塚
、
梓

吹
上
、
木
野
地
、
野
中
、
宮
、
大
森
、
仲
方

平
柳
2
・
3
、
今
泉
、
仲
仕
上
、
藤
田
、
久
保
田
、

宮
田
、
高
谷
、
樋
ノ
口

大
宮
大
久
保
、
鍋
山
、
星
野

尻
内
、
梅
沢
、
出
流

国
府
、
大
塚

惣
社
、
柳
原
、
大
光
寺
、
田
村
、
寄
居

柏
倉
、
小
野
口
、
志
鳥
、
大
皆
川
、
新
井

皆
川
城
内
、
岩
出
、
泉
川

９
時
～
11
時
30
分栃
木
地
域

13
時
～
16
時

平
柳
１

錦
、
嘉
右
衛
門

薗
部
２
・
３

平
井

片
柳
２
・
３

沼
和
田
、
境

富
士
見
、
祝
、
小
平

神
田
、
本

泉
、
昭
和

17 14 13 12 11 10 ７ ６ ５ ４ 3 28 27 26 25 24 21 20 19 18 17 期日
大平公民館１階視聴覚室 会場

大
平
地
域
全
域

下
高
島
、
上
高
島
、
北
武
井

横
堀
、
牛
久
、
上
牛
久 

川
連
、
蔵
井

土
与
、
真
弓
（
東
）

真
弓
（
西
・
中
・
南
）

西
山
田
（
１
・
２
・
３
）

下
皆
川
（
１
・
２
）

富
田
日
立
、
中
央
町
（
全
）

富
田
（
４
・
５
）

富
田
（
２
・
７
）

富
田
（
１
・
３
・
６
・
８
）

西
野
田
（
１
）、
榎
本
（
上
・
下
）

西
野
田
（
２
）、
西
水
代
（
上
２
）

榎
本
（
旭
）、
伯
仲
（
北
・
南
・
西
）

西
水
代
（
上
３
・
下
）

西
水
代
（
上
１
・
瓜
畑
）

新
（
１
）、
榎
本
（
荒
）

新
（
２
）

新
（
４
）

新
（
３
）

９
時
～
11
時
30
分
大
平
地
域13

時
～
16
時

17 14 13 12 11 10 ７ ６ ５ ４ 3 28 27 26 25 24 21 20 19 18 17 期日
藤岡公民館 2 階大会議室 会場

藤
岡
地
域
全
域

藤
岡
地
域
全
域

藤
岡
地
域
全
域

藤
岡
地
域
全
域

城
山
、
南
山
、
小
出
山

仲
町
、
新
町
、
羽
黒

上
町
、
東
原

荒
立
、
荒
立
北
、
向
山
、

山
合

大
田
和
、
太
田

都
賀
甲甲大

前
（
６
区
）

大
前
（
５
区
・
７
区
）

赤
麻
（
２
区
・
４
区
）

赤
麻
（
１
区
・
３
区
）

西
前
原
、
富
吉
、
中
根

蛭
沼
石
川
、
帯
刀
、
緑
川

新
波
部
屋
９
時
～
11
時
30
分藤
岡
地
域原

、
篠
山
、
下
宮

城
南
、
筌
場
、
高
間
、

向
高
間

内
町
、
下
町
、
鹿
島

通
山
合
、
堤
外
、
底
谷

都
賀

13
時
～
16
時

17 14 13 12 11 10 ７ ６ ５ ４ 3 28 27 26 25 24 21 20 19 18 17 期日
都賀総合支所別館大会議室 会場

都
賀
地
域
全
域

宿
坪
、
中
郷
、
野
上

南
嶺
、
十
文
字
、
仲
坪

富
張
大
橋
、
深
沢

木
の
西
、
木
の
北

木
の
東

原
宿
、
桜
内
、
臼
久
保

升
塚
平
川
（
４
０
１
番
地
～
）

平
川
（
１
～
４
０
０
番
地
）

合
戦
場
（
６
５
１
番
地
～
）

合
戦
場
（
２
５
１
～
６
５
０
番
地
）

合
戦
場
（
１
～
２
５
０
番
地
）

鷲
宮
、
桜
本

上
新
田
、
中
荒
井

橋
本
中
新
田

新
名
地
、
本
郷
、
中
妻
中
の
内

下
新
田
、
宿

都
賀
地
域
全
域

９
時
～
11
時
30
分
都
賀
地
域13

時
～
16
時

17 14 13 12 11 10 ７ ６ ５ ４ 3 28 27 26 25 24 21 20 19 18 17 期日

西方公民館 真名子
夢ホール 会場

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

上
組
東

栄
町

木
の
宮
西

大
沢
田

小
倉
山
下

柴
中
元
中
部

古
宿

金
井
新
田

弥
八
内

和
久
井
、
金
井
北

下
宿
北

田
谷
真
上
、
向
宿

岡
、
男
丸

根
子
屋

９
時
～
11
時
30
分
西
方
地
域

上
組
北

金
崎
南
、
上
組
南

木
の
宮
東

中
宿
宿
裏
町

柴
南
柴
西
峰 西

金
井

薬
師
堂
、
金
井
東

原
、
神
塚

下
宿
南

居
林
反
町
小
沼
、
小
沼
北

水
木13
時
～
16
時

　

今
年
も
所
得
税
・
市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
申
告
で
は
、
前
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
に
生
じ
た
す
べ
て
の
所
得
に
つ
い
て
計

算
し
、
税
金
の
額
を
確
定
し
ま
す
。
必
ず
期
限
内
に
正
し
く

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
確
定
申
告
が
必
要
な
方

▼
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、

譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
方

▼
給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

○
給
与
の
収
入
金
額
が
２
千
万

円
を
超
え
る
方

○
給
与
の
支
払
を
１
か
所
か
ら

受
け
て
い
て
、
給
与
所
得
以
外

の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

○
給
与
の
支
払
を
２
か
所
以
上

か
ら
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整

さ
れ
な
か
っ
た
給
与
収
入
と
給

与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
方

▼
確
定
申
告
で
還
付
を
受
け
た

い
方

○
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
な
ど
各
種
控
除
を

受
け
る
方

○
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
の

み
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が

納
め
過
ぎ
の
方
な
ど

市
県
民
税
申
告
が
必
要
な
方

▼
平
成
26
年
１
月
１
日
に
、
市

内
在
住
の
次
の
方

○
確
定
申
告
の
必
要
は
な
い

が
、
前
年
中
何
ら
か
の
所
得
が

あ
っ
た
方

○
給
与
所
得
者
（
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
含
む
）
で
、
勤
務
先

か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

▼
収
入
、
所
得
が
な
い
方
で
次

の
方

○
扶
養
者
の
勤
務
先
や
官
公
庁

へ
の
証
明
書
等
の
提
出
が
必
要

と
な
る
方

○
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険

料
で
軽
減
等
の
算
定
が
必
要
な
方

○
そ
の
他
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
の

た
め
に
所
得
の
把
握
が
必
要
と

な
る
方

※
年
末
調
整
を
し
た
給
与
所
得

だ
け
の
方
は
、申
告
不
要
で
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

方
は
、
市
県
民
税
の
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
へ

　

平
成
23
年
分
以
後
の
各
年
分

で
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

の
合
計
額
が
４
百
万
円
以
下
か

つ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の

場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
や
上
場
株

式
等
に
係
る
譲
渡
損
失
の
繰
越

控
除
な
ど
で
控
除
を
受
け
る
場

合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

◎
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

市
県
民
税
は
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
４
百
万
円
以
下

で
も
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
場

合
や
医
療
費
控
除
等
の
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
市
県
民
税
の

申
告
が
必
要
で
す
。

　
《
所
得
税
の
確
定
申
告
》

◆
確
定
申
告
会
場　

栃
木
商
工

会
議
所
（
片
柳
町
２
丁
目
）

◆
開
設
期
間　

２
月
17
日（
月
）

～
３
月
17
日
（
月
）
の
９
時
～

16
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
※
期
間

中
は
栃
木
税
務
署
庁
舎
で
の
申

告
相
談
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
問
合
先　

栃
木
税
務
署
☎
22

‐
０
８
８
５

◇
確
定
申
告
は
、
パ
ソ
コ
ン
が

利
用
で
き
ま
す

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
期
間
中

い
つ
で
も
申
告
書
の
作
成
・
提

出
が
で
き
ま
す
。

◆
申
告
書
の
作
成　

国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し

た
申
告
書
な
ど
を
印
刷
し
、
そ

の
ま
ま
提
出
で
き
ま
す
。（
郵

送
も
可
）

◆
電
子
申
告　

国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
、
自
宅
か
ら
申
告
や
納
税

が
可
能
で
す
。
な
お
、
利
用
に

は
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で

す
。
申
告
会
場
へ
出
か
け
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
期
間
中
は

24
時
間
対
応
。

《
市
県
民
税
の
申
告
》

◇
日
時
お
よ
び
場
所　

申
告
相

談
受
付
日
程
表
の
通
り
。
会
場

お
よ
び
日
時
を
確
認
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
混
雑
緩
和
の
た
め
、
な
る
べ

く
割
り
振
り
の
受
付
日
に
来
場

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
割
り
振

り
日
で
都
合
が
悪
い
方
は
他
の

日
程
お
よ
び
他
の
庁
舎
・
会
場

で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

▽
通
常
時
間
に
来
場
で
き
な
い

方
の
た
め
、
次
の
期
日
は
18
時

30
分
ま
で
延
長
し
て
受
け
付
け

し
ま
す
。
○
西
方
地
域
２
月
27

日
（
木
）、
28
日
（
金
）
○
都

賀
地
域
３
月
３
日
（
月
）、
４

日
（
火
）
○
大
平
地
域
３
月
５

日
（
水
）、
６
日
（
木
）
○
藤

岡
地
域
３
月
７
日
（
金
）、
10

日
（
月
）
○
栃
木
地
域
３
月
11

日
（
火
）、
12
日
（
水
）

◇
申
告
に
つ
い
て
の
お
願
い

○
期
間
中
は
、
市
役
所
本
庁
お

よ
び
総
合
支
所
の
市
民
税
担
当

窓
口
で
は
申
告
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。
各
申
告
会
場
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
控
除
の
金
額
や
事
業

収
支
等
は
事
前
に
集
計
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
次
の
確
定
申
告
は
、
市
県
民

税
会
場
で
は
受
け
付
け
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
初
年
度
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
▽
土
地
や
建
物
・
株
式

等
の
譲
渡
所
得
、
先
物
取
引
に

係
る
雑
所
得
▽
準
確
定
申
告

※
青
色
申
告
、
国
外
扶
養
を
す

る
方
の
申
告
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

◇
申
告
に
必
要
な
も
の

○
売
上
、
収
入
、
経
費
な
ど
が

わ
か
る
収
支
内
訳
書
等

○
給
与
収
入
、
年
金
収
入
の
あ

る
方
は
源
泉
徴
収
票
（
コ
ピ
ー

不
可
）

○
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
・

国
民
健
康
保
険
税
等
）
の
領
収

書
等

○
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料

等
の
控
除
証
明
書

○
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
状
況
を
証
明
す
る
手
帳

も
し
く
は
証
明
書

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
医
療
費
の
領
収
書
、
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
も
の

○
そ
の
他
、
収
入
確
認
、
控
除

に
必
要
と
な
る
も
の

○
還
付
申
告
の
場
合　

通
帳
又

は
口
座
の
わ
か
る
も
の

○
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
４

（
２
月
10
日
以
降
☎
21
‐
２
２
６
５
）

 

税
務
課 　

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 　

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課 　

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

　
　
　

         

☎
92
‐
０
３
０
４

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民
税
の
申
告
は
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
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１億円のレプリカが人気

市職員が小学校で「租税教室」
　栃木市職員（本庁・総合支所の税務担当職員）による「租税教室」が市
内の小学校で開催され、１億円のレプリカを活用した学習が子どもたちに
人気となっています。
　「租税教室」は、栃木税務署管内の小・中学校を対象に、栃木税務署職員、
税理士、県・市職員等が講師となり、租税教育用教材を使い、児童・生徒
の身近な事例を解説し、税の大切さを感じてもらうことを目的として毎年
実施しているものです。
　本市では、本年度は、主に 11 月から 1 月の 3 か月間に市内の 13 の小
学校を担当。「租税教室」では、市の税務担当職員が学校を訪問して講師
となり、税金に関するクイズやビデオ鑑賞などを行い、児童が自ら税につ
いて考えます。
　なぜ税金が必要なのか、暮らしの中で税金がどのように活用されている
のかを知ってもらい、税金とは「みんなが幸せに暮らすために必要な会費」
ということを学習します。
　12 月 3 日、国府南小学校で行われた租税教室では、児童たちは「すご

いな。これが１億円か！」
と１億円のレプリカに興
味津々。和やかな雰囲気
の中にも、「税金について
あまり興味がなかったが、
知ってよかった」「自分た
ちの周りにこんなに税金
が使われているなんて知
らなかった」などの感想が
あり、税金の必要性や使
い道に対して関心を持っ
た様子でした。

平成 25 年
①   6 月 17 日 部屋小学校 ② 11 月 19 日 栃木中央小学校
③ 11 月 19 日 赤津小学校 ④ 12 月   3 日 国府南小学校
⑤ 12 月 16 日 大宮南小学校 ⑥ 12 月 17 日 合戦場小学校

平成 26 年
⑦   1 月 20 日 大宮北小学校 ⑧   1 月 23 日 真名子小学校
⑨   1 月 24 日 栃木第四小学校 ⑩   1 月 24 日 西方小学校
⑪   1 月 28 日 大平西小学校 ⑫   1 月 28 日 赤麻小学校
⑬   1 月 29 日 藤岡小学校

平成 25 年度栃木市職員（本庁・総合支所の税務担当職員）による

「租税教室」開催校及び開催日

          市民税課 ☎ 21 ‐ 2122 
（２月 10 日以降☎ 21 ‐ 2261）

　▲ 12 月 3 日国府南小学校での租税教室の模様

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３

本
市
の
上
位
入
賞
者

　

昨
年
10
月
26
日
（
土
）
～
29
日
（
火
）
高
知

県
に
お
い
て
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高

知
２
０
１
３
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
出
場
さ
れ
、
上
位
入
賞
さ
れ
た
選

手
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

★
太
極
拳
（
団
体
）　

優
勝

　
　
　
　
　
　
　

萩
野
谷　

芳
江

★
卓　

球
（
団
体
）　

準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

塩
田　

武
志

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

弘

　
　
　
　
　
　
　

塩
田　

秀
子

★
サ
ッ
カ
ー　

準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　

山
田　

昇

　
　
　
　
　
　
　

吉
澤　

昭

　

今
年
10
月
４
日
（
土
）
～
７
日
（
火
）
栃
木

県
で
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
本
市
で
は
、10
月
５
日
（
日
）

～
６
日
（
月
）
市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
、
テ
ニ
ス
競
技
を
行
い
ま
す
。

　

60
歳
以
上
の
都
道
府
県
代
表
選
手
約
６
５
０

人
が
参
加
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
援

に
来
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
福
祉
課
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
担
当

（
総
合
体
育
館
内
／
☎
25
‐
０
９
３
１
）

▲よさこい高知 2013　入場する本県選手団

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

（
２
月
３
日
以
降　

☎
21
‐
２
４
８
８
）

　

完
全
・
完
璧
な
人
間
は
い

ま
せ
ん
。
で
も
、
つ
い
つ
い

子
ど
も
に
は
完
全
・
完
璧
を

求
め
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

親
が
思
い
描
く
理
想
の
姿

と
現
実
の
子
ど
も
の
姿
を
比

べ
る
と
、
現
実
の
子
ど
も
は

ひ
ど
く
マ
イ
ナ
ス
に
見
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
目
で
子
ど
も
を
見
る
と
、

子
ど
も
は

敏
感
に
そ

う
い
う
親

の
目
、
親

の
気
持
ち

を
察
知
し

ま
す
。
そ
し
て
「
僕
は
ダ
メ

な
人
間
な
ん
だ
」「
愛
さ
れ

な
い
人
間
な
ん
だ
」
と
思
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
テ
ス
ト
の

満
点
主
義
と
通
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
何
点
取
れ
た
か

で
は
な
く
、
満
点
を
基
準
と

し
て
、
何
点
足
り
な
い
か
を

見
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

満
点
を
取
る
こ
と
は
、
も

ち
ろ
ん
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

す
。
で
も
、
前
回
の
点
よ
り

も
伸
び
て
い
た
時
や
、
答
え

の
中
で
良
い
も
の
が
あ
っ
た

ら
、
そ
れ
も
喜
ば
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

満
点
が
取
れ
な
く
て
も
、

頑
張
っ
て
い
る
そ
の
子
は
あ

な
た
の
か
け
が
え
の
な
い
子

ど
も
な
ん
で
す
か
ら
。

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　
２
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
２
月
17
日
（
月
）
14

時
か
ら
新
庁
舎
２
階
２
０
１

会
議
室
（
万
町
）
で
開
催
し

ま
す
。

 

教
育
総
務
課

☎
21
‐
２
７
１
１

（
２
月
３
日
以
降

　
　
　
　

  

☎
21
‐
２
４
６
１
）

　本市の教育が目指している『ふるさとの風土で育
む人づくり・まちづくり』を支える事業として昨年
度からスタートした「とちぎ未来アシストネット」
も約２年を経過しました。
　わたしたちのまちの未来を担う子どもたちの「生
きる力」を育むため、学校・家庭・地域の力を合わ
せることがこの事業の要です。そのため、現在多く
のボランティアの方々が学校の教育活動に参加し、
活躍されています。
★活動内容（一例）
○授業にミシン縫い指導で参加
○校庭の花壇整備　など
今後もなお一層、「地域ぐるみで子どもたちを育て
る」ことに加わってください。

「とちぎ未来アシストネット」は、
今後も活動の様子を広報紙などで
お知らせしていきます。

 生涯学習課 ☎ 21 ‐ 2732
（２月３日以降☎ 21 ‐ 2488）

とちぎ未来アシストネット
～ボランティアの輪が広がっています～

藤
岡
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

藤
岡
地
区
民
生
委
員
児
童
委

員
の
繁
岡
哲
哉
さ
ん
が
、
こ
の

た
び
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

繁
岡
委
員
は
永
年
に
わ
た
り

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、

常
に
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
尽
力
。
担
当
区
域
の
人
た
ち

の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
信
頼

を
受
け
、
個
別
支
援
に
も
親
身

に
な
っ
て
取
り
組
む
な
ど
、
地

域
福
祉
の
増
進
に
活
躍
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
功
績
に
対
し
、

11
月
15
日
に
東
京
・
日
比
谷
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
た
全
国
社
会

福
祉
大
会
で
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
12
日
に
は
、
鈴

木
市
長
を
訪
問
し
受
賞
の
報
告

を
さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

図
書
館
貸
出
カ
ー
ド
更
新

　

図
書
館
の
貸
出
カ
ー
ド
は
、

３
年
ご
と
に
更
新
に
な
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
図
書
館

で
案
内
し
ま
す
の
で
、
更
新
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
登
録
内
容
（
住
所
・
氏
名
な

ど
）
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
免

許
証
な
ど
の
証
明
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
43
‐
９
２
１
８

（
２
月
３
日
以
降  

☎
21
‐２
４
９
１
）

 

太
平
山
風
致
地
区
内
で

   

太
陽
光
発
電
装
置
等
を

　
　
　

設
置
さ
れ
る
方
へ

　

太
平
山
風
致
地
区
内
で
太
陽

光
発
電
装
置
等
を
設
置
す
る
場

合
は
、
栃
木
市
風
致
地
区
条
例

に
よ
る
許
可
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
許
可
の
基
準
等

を
確
認
の
上
、
必
要
な
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

都
市
計
画
課 

☎
21
‐
２
６
１
１

（
２
月
３
日
以
降  

☎
21
‐２
４
３
１
）
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本＝本庁
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所

相談業務のご案内
　

　相談は気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。

　住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

2/14（金）28（金）
10:00 ～ 12:00

本庁舎／ 本 市民生活課
☎ 21‐2144（２月10日以降☎ 21‐2122）

3/20（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611 ／ 0120‐46‐7830

2/17（月）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62 ‐ 0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） 2/14（金）28（金）
10:00 ～ 12:00 本庁舎／ 本 市民生活課

☎ 21‐2144（２月10日以降☎ 21‐2122）〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

2/14（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

2/18（火）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター / 西 生活環境課
☎ 92‐0308

2/25（火）
９:30 ～ 11:30

老人憩いの家／ 都 生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁舎／ 本 市民生活課
☎ 21‐2144（２月10日以降☎ 21‐2122）

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 2/18（火）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611 ／ 0120‐46‐7830

○外国人相談 2/15（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館
☎ 43‐6611 ／ 0120‐46‐7830

○行政相談 2/18（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62‐0903

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

大平隣保館☎ 43‐6611／ 0120‐46‐7830
厚生センター☎ 24‐2444
人権・男女共同参画課 ☎ 24‐0351（２月10
日以降☎ 21‐2161）

2/12（水）
10:00 ～ 12:00

赤麻地区公民館／人権・男女共同参画課
☎ 24‐0351（２月10日以降☎ 21‐2161）

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館（２月10日以降は本庁舎）／
青少年育成センター 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館（２月10日以降は本庁舎）／
青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎（２月10日以降は本庁舎）／
家庭児童相談室
☎ 21‐2514（２月10日以降☎ 21‐2227）

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎（２月10日以降は本庁舎）／
本 こども課☎ 21‐2513（２月10日以降
☎ 21‐2229）

○就労支援相談（事前に要予約）
　（35 歳以下の就労相談）

毎週月曜日（祝日を除く）

13:00 ～ 21:00
栃木勤労青少年ホーム／栃木勤労青少年
ホーム　☎ 22‐3113

　

皆
さ
ん
は
、「
お

金
を
あ
げ
ま
す
」

「
芸
能
人
と
会
え

る
」
な
ど
の
不
審

な
メ
ー
ル
を
受
け

取
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
返
信
す
る
と
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
等
へ
誘
導
さ

れ
ま
す
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
メ
ー
ル

相
手
に
は″
サ
ク
ラ
″
と
呼
ば

れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
さ
せ
る

た
め
の
担
当
が
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。″
サ
ク
ラ
″
は
、
こ

ち
ら
の
趣
味
や
生
活
環
境
を
巧

み
に
聞
き
出
し
、
一
定
期
間
は

無
料
で
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
を

し
ま
す
が
、
メ
ー
ル
の
や
り
取

り
を
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
な

く
な
っ
た
こ
ろ
、
ポ
イ
ン
ト
の

購
入
に
導
き
ま
す
。

　

大
抵
、
１
ポ
イ
ン
ト
10
円
で

１
回
の
メ
ー
ル
の
送
受
信
で
40

ポ
イ
ン
ト
必
要
に
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
と
め
て
購
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
サ
イ
ト
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、
コ
ン

ビ
ニ
決
済
等
の
複
数
の
決
済
方

法
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
」
に
つ
い
て
　

　

簡
単
に
支
払
う
こ
と
の
で

き
る
手
軽
さ
か
ら
、
３
千
円
、

５
千
円
、
１
万
円
、
５
万
円
、

10
万
円
と
次
々
に
ポ
イ
ン
ト
を

購
入
し
て
し
ま
い
、
気
付
い
た

時
に
は
１
０
０
万
円
以
上
使
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
が
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

メ
ー
ル
の
や
り
取
り
の
中

で
、「
も
う
少
し
で
お
金
が
も

ら
え
る
」「
も
う
少
し
で
芸
能

人
に
会
え
る
」
と
い
う
期
待
感

を
持
た
せ
た
と
こ
ろ
で
、
ポ
イ

ン
ト
が
無
く
な
り
、
ま
た
購
入

さ
せ
ま
す
。
最
後
に
は
、
貯
金

を
使
い
果
た
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
は
利
用
限
度
額
に
達

し
、
ひ
ど
い
時
に
は
サ
ラ
金
か

ら
借
金
ま
で
し
て
し
ま
い
ま

す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は

①
サ
イ
ト
利
用
の
き
っ
か
け
と

な
る
迷
惑
メ
ー
ル
等
に
は
絶
対

返
信
を
し
な
い
。

②
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情

報
を
記
憶
さ
せ
な
い
。

③
相
手
の
身
元
が
本
当
か
ど
う

か
確
認
で
き
な
い
の
に
ポ
イ
ン

ト
を
購
入
し
な
い
。

④
将
来
、
収
入
が
得
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
ポ
イ

ン
ト
購
入
は
し
な
い
。

　

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
利
用
者

は
30
代
～
40
代
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
現
実
社
会
の
中
で
、
何

も
せ
ず
に「
お
金
を
あ
げ
ま
す
」

と
い
う
都
合
の
い
い
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
の
中
も
現
実

社
会
と
同
じ
で
す
。

　

も
し
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
利

用
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ
出
町 

☎
23
‐
８
８
９
９
）

地 域 医 療 対 策 基 金 に つ い て

●地域医療対策基金とは
　医師不足や病院の経営悪化等により地域医療
の崩壊が心配される中で、市民の皆さんの保健
福祉の増進を図ることを目的とし、健康で安心
な生活の基本となる地域医療を守り、その充実
と強化を図る事業に充てるために、市が平成
23 年度から毎年予算を組んで積み立てをして
います。
●基金のしくみ
　市による積み立てだけではなく、広
く市民の皆さんからの寄付も受け入れ
て積み立てをします。
　このコーナーでお知らせしてきた病
院の統合再編は、現在、平成 25 年 4 月
1 日に新たに設立された『一般財団法
人とちぎメディカルセンター』が、平
成 28 年４月を目途に、新病院の開院を
始め、第２病院（仮称）、総合保健医療

支援センター等の整備を完了させ、皆さんが安
心して暮らすことができる新しい医療体制づく
りを進めています。市は、この施設整備などに
対する支援も、地域医療対策基金を財源に行っ
ています。
　市民の皆さんや企業の皆様方には、地域医療
確保に向けた取組みを理解いただくとともに、
地域医療対策基金が今後より一層充実し、安定
した財源として確保されていくよう、ぜひ基金
への協力をお願いします。

 地域医療対策室 ☎ 21 ‐ 2419
（2 月３日以降 ☎ 21‐2336）

2 月 10 日以降、本庁舎は万町 9‐25 に変わります。ご注意ください。

◆
新
庁
舎
の
概
要

▽
住
所　

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６　

栃
木
市
万
町
９
番
25
号

▽
代
表
電
話　

22
‐
３
５
３
５

▽
駐
車
台
数　

約
４
０
０
台

■
引
越
し
の
た
め
、
次
の
日
時

は
、
現
庁
舎
の
西
側
駐
車
場
が

全
面
と
北
側
駐
車
場
の
一
部
が

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
①
１

月
24
日
（
金
）
18
時
～
25
日
（
土
）

20
時
②
１
月
31
日
（
金
）
18
時

～
２
月
１
日
（
土
）
20
時
③
２
月

７
日
（
金
）
18
時
～
８
日
（
土
）

20
時

■
引
っ
越
し
に
伴
い
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
設
備
が
停
止
す
る

た
め
、
次
の
延
長
窓
口
（
17
時

15
分
～
19
時
）
は
、
休
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
☆
２
月
７

日
（
金
）
本
庁
舎

 

ま
ち
な
か
土
地
利
用
推
進

室 

☎
21
‐
２
４
１
５
（
２
月

３
日
以
降 

☎
21
‐
２
３
０
９
）

２
月
10
日
（
月
）
栃
木
市
役
所　

新
庁
舎
オ
ー
プ
ン

★
新
庁
舎
３
階
か
ら
５
階
部
分
（
２
月
３
日
（
月
）

開
始（
現
庁
舎
で
の
業
務
は
１
月
31
日（
金
）ま
で
）

　

総
合
政
策
課
、
ま
ち
な
か
土
地
利
用
推
進
室
、

地
域
ま
ち
づ
く
り
課
、
秘
書
広
報
課
、
財
政
課
、

地
域
医
療
対
策
室
、
総
務
課
、
職
員
課
、
契
約
検

査
課
、
管
財
課
、
斎
場
整
備
室
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
室
、
産
業
基
盤
整
備
課
、
道
路
課
、
河
川
緑

地
課
、
下
水
道
課
、
都
市
計
画
課
、
建
築
課
、
建

築
指
導
課
、
教
育
総
務
課
、
学
校
教
育
課
、
生
涯

学
習
課
、
文
化
課
、
伝
建
推
進
室
、
議
事
課
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
監
査
委
員
事
務
局
、
情

報
推
進
課
、
危
機
管
理
課

★
新
庁
舎
２
階
部
分
＝
主
に
窓
口
関
係
の
部
署

（
２
月
10
日
（
月
）
開
始
（
現
庁
舎
で
の
業
務
は

２
月
７
日
（
金
）
ま
で
）

　

市
民
税
課
、
資
産
税
課
、
収
税
課
、
市
民
生
活

課
、
交
通
防
犯
課
、
保
険
医
療
課
、
環
境
課
、
人

権
・
男
女
共
同
参
画
課
、
社
会
福
祉
課
、
生
活
福

祉
課
、
こ
ど
も
課
、
保
育
課
、
高
齢
福
祉
課
、
介

護
保
険
課
、健
康
増
進
課
（
一
部
）、商
工
観
光
課
、

農
林
課
、
会
計
課
、　

農
業
委
員
会
事
務
局
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読
み
聞
か
せ
会

「
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
」

　

心
に
残
る
お
話
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
お
楽
し
み
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

２
月
16
日
（
日
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

厚
生
セ
ン
タ
ー
（
栃

木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／

旭
町
）

◆
対
象　

市
民
50
人

※
申
込
不

要
（
直
接

会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
）

◆
内
容　

お
は
な
し
「
ひ
ま
わ

り
の
お
か
」「
デ
ン
デ
ン
ム
シ
」「
里

の
春
、
山
の
春
」「
木
の
祭
り
」

／
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

◆
参
加
費　

無
料

◆
主
催　

栃
木
市
・
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

九
輪
草
の

会

　

ウ
イ
ン
グ
栃
木

新
規
講
座
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

◆
日
時　

３
月
３
日
（
月
）
10

時
～
11
時
30
分
※
受
付
9
時
40

分
～

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

74
歳
以
下
の
市
民
30

人
（
今
年
度
の
健
康
あ
っ
ぷ
講

座
（
運
動
編
）
初
参
加
の
方
優

先
／
先
着
順
）

◆
内
容　

血
液
サ
ラ
サ
ラ
若
返

り
運
動

◆
講
師　

倉
持
雅
代
氏

◆
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服

装
・
タ
オ
ル
・
室
内
用
運
動
靴
・

飲
み
物

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

２
月
12
日

（
水
）
～
21
日
（
金
）
に 

 

健

康
増
進
課
☎
25
‐
３
５
１
２
へ

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

～
ア
ー
リ
ー　

ス
プ
リ
ン
グ
♥

と
き
め
く
ハ
ー
ト
～　

～
勤
総

出
会
い
の
カ
ー
ニ
バ
ル
～

　

地
域
活
性
と
独
身
勤
労
者
の

た
め
の
婚
活
支
援
。

◆
日
時　

２
月
16
日
（
日
）
13

時
～
16
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象　

25
歳
～
38
歳
独
身
勤

労
者
男
女
各
20
人

◆
参
加
費　

男
性
４
，
０
０
０

円
／
女
性
１
，
５
０
０
円
（
女

性
は
２
人
以
上
で
の
申
込
み
で

５
０
０
円
引
き
※
早
割　

１
月

22
日
（
水
）
ま
で
の
申
込
み
者

５
０
０
円
引
き
）

　

  

出
前
講
座

廃
油
を
利
用
し
よ
う

～
捨
て
る
前
に
再
利
用
～

　

廃
油
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

ろ
う
そ
く
を
作
ろ
う
。

◆
日
時　

２
月
20
日
（
木
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
１
階
会
議
室
（
今
泉
町

１
丁
目
）

　

    

大
平
・
藤
岡
地
域

世
界
の
料
理
交
流
会

～
ベ
ラ
ル
ー
シ
料
理
編
～

◆
日
時　

２
月
22
日
（
土
）
10

時
～
14
時

◆
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
調

理
室
（
大
平
町
西
野
田
）

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
料
理

２
品
」
ド
ラ
ニ
キ
（
じ
ゃ
が
い

も
の
パ
ン
ケ
ー
キ
）、
ボ
ル
シ

チ
を
作
り
ま
す
。
ベ
ラ
ル
ー

シ
は
旧
ソ
連
か

ら
独
立
し
た
国

で
す
。
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
は
じ
め

キ
ャ
ベ
ツ
、
豚

肉
、
ラ
イ
麦
パ

ン
な
ど
が
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
味
付
け
に
は
サ

ワ
ー
ク
リ
ー
ム
が
よ
く
使
わ
れ

ま
す
。

◆
参
加
費　

１
千
円（
材
料
費
）

◆
申
込
・
問
合
先　

１
月
20
日

（
月
）
～
２
月
20
日
（
木
）
に

国
際
交
流
協
会
／
市
民
会
館
内

☎
25
‐
３
７
９
２
へ

 

入
居
者
募
集
情
報

☆
市
営
住
宅

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅 

健
康
あ
っ
ぷ
講
座
（
運
動
編
）

◆
日
時　

２
月
７
日
～
３
月
14

日
の
金
曜
日
（
計
６
回
）
19
時

～
21
時

◆
場
所　

栃
木
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
日
ノ
出
町
）

◆
対
象　

市
内
に
在
勤
・
在
住

の
35
歳
以
下
の
方
20
人
（
先
着

順
）

◆
参
加
費　

教
材
費
・
受
講
料

は
無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

１
月
31

日
（
金
）
～
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
☎
22
‐
３
１
１
３
へ
※
開
館

時
間　

月
～
金
曜
日
／
13
～
21

時
、
土
曜
日
／
17
～
21
時
（
日

曜
祝
日
休
館
）

☆
ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ
（
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
）
は
、
若
者
の
教

養
、
文
化
、
芸
術
、
趣
味
、
ス

ポ
ー
ツ
等
の
活
動
、
交
流
の
場

で
す
。
講
座
の
ほ
か
、
ク
ラ
ブ

活
動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と

し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

☆
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

相
談
案
内
…
…
毎
週
月
曜
日
13

時
～
21
時
（
要
予
約
）

◆
申
込
・
問
合
先　

2
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

介
護
認
定
調
査
員
を
募
集

◆
募
集
人
数　

若
干
名

◆
勤
務
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

（
万
町
）

◆
資
格　

次
の
３
つ
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
方　

①
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の

方②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証

（
オ
ー
ト
マ
限
定
可
）
を
有
し
、

日
常
的
に
運
転
さ
れ
て
い
る
方

③
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
の
で

き
る
方

◆
業
務
内
容　

要
介
護
認
定
申

請
者
の
自
宅
、
入
所
施
設
等
を

訪
問
し
、
要
介
護
認
定
の
た
め

の
調
査
及
び
関
連
す
る
事
務
作

業
を
行
う
。
訪
問
は
公
用
車
ま

た
は
自
転
車
を
使
用
し
、
１
件

１
時
間
程
度（
１
日
２
件
程
度
）

で
、調
査
終
了
後
、報
告
書
（
調

査
票
）
を
作
成
し
提
出
す
る
。

◆
雇
用
期
間　

平
成
26
年
４
月

１
日
（
火
）
～
平
成
27
年
３
月

31
日
（
火
）（
勤
務
成
績
が
良

平
成
26
年
度
「
と
ち
ぎ
市
男

女
共
生
大
学
」
運
営
委
員
募
集

○
講
座
運
営
委
員　

◆
対
象　

男
女
共
同
参
画
に
関

心
や
意
欲
の
あ
る
方
（
性
別
不

フ
ァ
ミ
サ
ポ
講
習
会
・
交
流
会

○
フ
ァ
ミ
サ
ポ
講
習
会

◆
日
時　

１
月
24
日
（
金
）
10

時
～
11
時
30
分

◆
内
容　

子
ど
も
の
遊
び

◆
講
師　

関
根
雅
子
氏
（
音
楽

療
法
士
）

◆
定
員　

30
組

○
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

◆
日
時　

２
月
６
日
（
木
）
10

時
～
11
時
30
分

◆
内
容　
「
チ
ッ
ク
タ
ッ
ク
」

さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

◆
定
員　

50
組

☆
共
通
事
項　

◆
場
所　

と
ち
ぎ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
箱
森
町
）

◆
対
象　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
に
関
心

の
あ
る
方
。
会
員
で
な
く
て
も

参
加
可
。

◆
申
込
み　

受
付
中

◆
申
込
・
問
合
先　

フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

栃
木
☎
25
‐
１
０
４
０
／
大
平

☎
43
‐
１
１
３
４

◆
対
象　

市
内
在
住
在
勤
者
20

人
（
先
着
順
）

◆
持
ち
物　

未
使
用
割
り
箸
１

膳
、
空
き
瓶
１
個
（
ジ
ャ
ム
、

佃
煮
等
）、
ク
レ
ヨ
ン
、
カ
ッ

タ
ー
等
※
詳
細
は
申
込
み
時
に

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

2
月
15
日

（
土
）
ま
で
に
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

市
社
会
教
育
委
員
募
集

◆
募
集
人
数　

2
人
（
選
考
の

上
決
定
）

◆
資
格　

満
20
歳
以
上
の
本
市

に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
学
校

教
育
・
社
会
教
育
・
家
庭
教
育

の
活
動
又
は
指
導
等
に
、
５
年

以
上
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る

方
。
た
だ
し
、
本
市
の
他
の
審

議
会
等
の
委
員
を
２
つ
以
上
兼

務
し
て
い
る
場
合
に
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

◆
役
割　

市
の
社
会
教
育
に
関

し
、
助
言
等
を
行
う
。（
会
議

年
間
４
回
）※
平
成
26
年
度
は
、

生
涯
学
習
振
興
計
画
策
定
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
月
に
２
回
程
度
会
議

が
あ
り
ま
す
（
無
報
酬
、
交
通

費
支
給
な
し
）

◆
任
期　

委
嘱
日
～
平
成
28
年

3
月
31
日
（
火
）
ま
で

◆
報
酬　

８
千
円
以
内
／
日

（
交
通
費
支
給
な
し
）

◆
申
込
・
問
合
先　

２
月
12

日
（
水
）
～
28
日
（
金
）
に
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、「
栃
木
市
に
お
け
る
社
会

教
育
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
ま

と
め
た
８
０
０
字
以
内
の
作
文

と
併
せ
て
窓
口
・
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で 
 

生
涯
学
習
課
（
〒
３
２

８
‐
８
６
８
６
入
舟
町
７
‐

26
☎
21
‐
２
７
３
１
／
Ｆ
Ａ

Ｘ
23
‐
７
０
５
９
／
メ
ー
ル

gakusyu02@
city.tochigi.

lg.jp

）
へ
（
２
月
３
日
（
月
）

以
降
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
万

町
９
‐
25
☎
21
‐
２
４
８
８
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
21
‐
２
６
９
０
）

好
な
場
合
は
、
そ
の
後
も
更
新

可
）

◆
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜

日
（
祝
日
は
除
く
）
の
８
時
30

分
～
17
時

◆
報
酬　

月
額
15
万
円
＋
調
査

１
件
あ
た
り
２
千
円

◆
申
込
・
問
合
先　

２
月
28
日

（
金
）
17
時
ま
で
※
応
募
方
法

や
詳
し
い
こ
と
は 

 

介
護
保

険
課
☎
21
‐
２
５
３
３
（
２
月

10
日
以
降
☎
21
‐
２
２
５
３
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
）

◆
内
容　

運
営
委
員
会
（
３
～

４
回
）
の
企
画
・
司
会
・
記
録
・

講
師
接
待
等
の
講
座
運
営

○
託
児
運
営
委
員

◆
対
象　

保
育
士
資
格
の
あ
る

方◆
内
容　

受
講
生
の
お
子
さ
ん

の
託
児
運
営

☆
共
通
事
項

◆
募
集
人
数　

若
干
名

◆
申
込
・
問
合
先　

２
月
21
日

（
金
）
ま
で
に 

 

人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
☎
24
‐
０
３
５

１
（
２
月
10
日
以
降
☎
21
‐
２

１
６
２
）
へ

　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
本
町
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
78
・
45
平
方
㍍
）

１
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
・
23
平
方
㍍
）

２
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
平
方
㍍
）　

３
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※
家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金

（
月
２
千
７
百
円
／
台
）
が
か

か
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間　

２
月
５
日（
水
）

～
10
日
（
月
）
8
時
30
分
～
17

時
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◆
入
居
日　

３
月
１
日
（
土
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

建
築
課　
　

☎
21
‐２
６
２
３

（
２
月
３
日
以
降  

☎
21
‐２
４
５
２
）

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
年
間
で
最
も
輸
血
用
血

液
が
不
足
が
ち
で
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
今
、

健
康
で
若
い
皆
さ
ん
の
一
層
の
献
血
へ
の
協
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、「
は
た
ち
の
記
念
」
に

                                      
献
血
に
行
き
ま
し
ょ
う
‼

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
協
力
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
期
間　

１
月
１
日
（
水
）
～
２
月
28
日
（
金
）

◆
献
血
会
場　

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
、
う
つ
の
み
や

　

大
通
り
献
血
ル
ー
ム
、
各
市
町
の
献
血
会
場

※
献
血
の
予
定
は
、
栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐
３
５
１
１

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
８
‐
６
５
９
‐
０
１
１
４

県赤十字血液センターのホームページ
http://www.jrcbc.jp/

     

１
～
２
月
は

◆
問
合
先　

 

人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
（
厚
生
セ
ン
タ
ー
）
☎

24
‐
２
４
４
４
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時＝日時　場＝場所　対＝対象　内＝内容　費＝
費用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等に問い合わせください。

初　

市　

祭

◆
日
時　

２
月
８
日
（
土
）
12

時
～
19
時
30
分
※
荒
天
時
は
９

日
（
日
）
に
延
期

◆
場
所　

藤
岡
中
央
通
り
（
県

道
佐
野
古
河
線
路
上
、
館
林
街

道
十
字
路
～
十
全
薬
局
前
十
字

路
）
※
会
場
内
・
周
辺
は
９
時

～
20
時
30
分
ま
で
車
両
通
行
止

め

第だ
い

９
回か
い

日に
ほ
ん
ご
本
語
ス
ピ
ー
チ

　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト
開か
い
さ
い催

平成 26 年度学校開放施設
スポーツ利用団体登録のお知らせ

　市内学校開放施設（スポーツ開放施設）の４月か
らの使用に伴い、新たに利用を希望する団体の登録
を受け付けます。登録は毎年度必要ですので、現在
登録してある団体も忘れずに登録してください（今

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

　
　
　
　
　
　

委
員
募
集

◆
募
集
人
数　

2
人
（
男
女
各

１
人
程
度
）
選
考
の
上
決
定

◆
資
格　

・
本
市
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た

は
在
学
す
る
方

・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
専
門
知

識
の
あ
る
方
、
ま
た
は
競
技
・

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
実
績

の
あ
る
競
技
者
も
し
く
は
指
導

者・
現
在
、
市
の
他
の
審
議
会
等

の
委
員
を
２
つ
以
上
兼
務
し
て

い
な
い
方

勤
総
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

世
代
を
超
え
て
！
～
レ
ッ
ツ
エ

ン
ジ
ョ
イ
！
勤
総
フ
ェ
ス
テ
バ

ル
～

◆
日
時　

３
月
９
日
（
日
）
９

時
30
分
～
16
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
内
容　

自
主
講
座
発
表
会
、

サ
ー
ク
ル
作
品
展
・
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト
・
講
座
無
料
体

験
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
焼

き
そ
ば
・
味
噌
お
で
ん
販
売
、

お
楽
し
み
抽
選
会

◆
参
加
費　

全
館
無
料
開
放

◆
問
合
先　

勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

　

在ざ
い
じ
ゅ
う
が
い
こ
く
せ
き
し
み
ん

住
外
国
籍
市
民
が
日に
ほ
ん本
で

の
体た
い
け
ん験
や
感か
ん
そ
う想
を
発は
っ
ぴ
ょ
う表
し
ま

第
20
回
藤
岡
さ
く
ら
祭
り

　
　

出
演
・
出
店
者
募
集

◆
日
時　

出
演
関
係
…
４
月
５
日
（
土
）

８
時
～
19
時
、
６
日
（
日
）
８

時
～
16
時

出
店
関
係
…
４
月
５
日
（
土
）

７
時
～
20
時
、
６
日
（
日
）
７

時
～
16
時

※
時
間
は
変
更
と
な
る
場
合
あ

り◆
場
所　

藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公

園
（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
対
象　

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
…
各
種
楽
器

演
奏
、
踊
り
、
歌
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
出
演
し
て
い
た
だ
け

る
方

出
店
者
…
販
売
に
意
欲
の
あ
る

個
人
又
は
団
体
・
法
人
な
ど（
物

産
の
販
売
・
会
社
等
の
製
品
Ｐ

Ｒ
な
ど
）

◆
定
員　

応
募
者
多
数
の
場
合

抽
選

◆
出
店
料　
（
１
区
画
分
）
市

内
５
千
円
、
市
外
２
万
円

と
ち
ぎ
・
皆
川
市
民
農
園

　
　
　
　
　

利
用
者
募
集

～
食
と
農
と
旬
を
体
感
し
て
み

ま
せ
ん
か
～

◆
利
用
期
間　

４
月
～
１
月
末

日◆
場
所　

と
ち
ぎ
・
皆
川
市
民

農
園
（
皆
川
城
内
町
４
４
８
／

市
聖
地
公
園
前
）

◆
内
容　

野
菜
栽
培
歴
30
年
の

ベ
テ
ラ
ン
に
よ
る
菜
園
指
導
あ

り
。
農
具
・
支
柱
等
は
完
備（
手

ぶ
ら
で
来
園
可
）。
ト
イ
レ
・

駐
車
場
あ
り
。
苗
・
肥
料
・
堆

肥
類
の
あ
っ
せ
ん
あ
り
。

◆
募
集
区
画　

５
区
画
（
１
区

画　

約
30
㎡
）
※
先
着
順

◆
利
用
料　

７
千
円
（
４
月
～

◆
申
込
・
問
合
先　

２
月
17

日
（
月
）
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
藤

岡
町
観
光
協
会
（
藤 

産
業
振

興
課
内
☎
62
‐
０
９
０
６
／
Ｆ

Ａ
Ｘ
62
‐
０
９
１
８
／
メ
ー
ル

f-sangyou04@
city.tochigi.

lg.jp

）
へ

１
月
末
日
）

◆
申
込
・
問
合
先　

２
月
３
日

（
月
）
～
21
日
（
金
）

 

農
林

課
☎
21
‐
２
５
５
２
へ
（
２
月

３
日
以
降
☎
21
‐
２
３
８
４
）

◆
役
割　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
諮

問
に
対
し
調
査
審
議
を
行
う

（
年
間
２
～
３
回
程
度
、
会
議

は
原
則
と
し
て
公
開
し
、
主
に

平
日
昼
間
の
開
催
を
予
定
）

◆
任
期　

委
嘱
日
～
平
成
28
年

３
月
31
日
（
木
）

◆
報
酬　

８
千
円
以
内
／
日

（
交
通
費
支
給
な
し
）

◆
申
込
・
問
合
先　

２
月
12

日
（
水
）
～
28
日
（
金
）（
消

印
有
効
）
に
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
お
け
る
健
康
と
生
き

が
い
づ
く
り
」
に
つ
い
て
ま
と

す
。

◆
日に
ち
じ時　

２
月が
つ

16
日に
ち

（
日に
ち

）
13

時じ

30
分ぷ
ん

～
15
時じ

※
受う
け
つ
け付

13
時じ

～

◆
場ば
し
ょ所　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

栃と
ち
ぎ木 （

万
よ
ろ
ず
ち
ょ
う

町
）

◆
対た
い
し
ょ
う

象　

ど
な
た
で
も
参さ

ん
か加

で

き
ま
す
。
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
終し
ゅ
う
り
ょ
う
ご

了
後
、
希き
ぼ
う
し
ゃ

望
者
に
よ
る

交こ
う
り
ゅ
う
か
い

流
会
を
行
お
こ
な
い
ま
す
（
15
時じ

～

16
時じ

）。

◆
費ひ
よ
う用　
（
交こ
う
り
ゅ
う
か
い

流
会
の
み
）

一い
っ
ぱ
ん般
１
，
０
０
０
円え
ん

、
中
ち
ゅ
う
が
く
せ
い

学
生

　

長
引
く
不
況
、
不
安
定
な

為
替
問
題
、
東
日
本
大
震
災

や
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
な

ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
日

本
は
こ
の
先
ど
う
な
っ
て
い
っ

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
の
日
本
経
済
の
展
望

に
つ
い
て
解
り
や
す
く
明
快

に
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で

も
受
講
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
22
日
（
土
）

９
時
50
分
～
11
時
30
分
※
受

付
9
時
～

◆
場
所　

大
平
文
化
会
館

（
大
平
町
蔵
井
）

◆
内
容　

講
演
「
激
動
の
日

本
経
済
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な

る
？
」

◆
講
師　

森
永
卓
郎
氏
（
獨

協
大
学
教
授
）

◆
参
加
費　

無
料　
　

◆
問
合
先　

 

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
21
‐
２
７
０
５

※
２
月
３
日
以
降

　
　
　
　

☎
21
‐
２
４
８
６

平
成
25
年
度
栃
木
市
民
大
学
「
特
別
講
演
」

◆
内
容　

だ
る
ま
や
植
木
の
販

売
、
露
天
商
や
商
工
会
関
係
者

に
よ
る
出
店

◆
問
合
先　

藤
岡
町
商
工
会
☎

62
‐
２
０
０
６
／
藤 

産
業
振

興
課
☎
62
‐
０
９
０
６

以い

か下
５
０
０
円え
ん

（
飲の

み
物も
の

・

軽け
い
し
ょ
く
だ
い

食
代
）

◆
共き
ょ
う
さ
い
催　

国こ
く
さ
い際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
栃と
ち
ぎ木

◆
申も
う
し
こ
み

込
・
問と

い
あ
わ
せ
さ
き

合
先　

ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
申も
う
し
こ込

み

は
２
月が
つ

３み
っ
か日
（
月げ
つ

）
ま
で
。

詳く
わ

し
く
は
国こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い

際
交
流
協
会

（
市し
み
ん
か
い
か
ん
な
い

民
会
館
内
☎
25
‐
３
７
９

２
）
へ

年度登録団体には登録申請書を送付します）。
対 市内在住・在勤・在学者で、スポーツ・レクリエー
ション活動で利用する 10 人以上の団体（必ず責任
者を置くこと）／登録先＝栃木地域は、スポーツ振
興課又は教育総務課へ。大平・藤岡・都賀・西方地
域は各教育支所スポーツ振興チームへ 本 スポーツ
振興課☎ 25‐0930 ／ 本 教育総務課☎ 21‐2461
／大平公民館☎ 43‐9225 ／藤岡スポーツふれあ
い セ ン タ ー ☎ 62‐1301 ／ 都 賀 公 民 館 ☎ 27‐
5051 ／西方総合文化体育館☎ 92‐0866

おおひら日帰りスキー＆スノボー参加者募集
時３月１日（土）場 会津高原だいくらスキー場（福
島県会津町）対 市内在住、在勤の小学生以上の方（小
学生は保護者同伴）90 人（定員を超えた場合、整
理券による抽選） 内 当日、希望者には講習会のなか
で基礎スキー技能検定会（バッジテスト）を実施 
費 中学生以上 3,500 円、小学生 2,500 円／リフト
券：中学生以上 2,000 円、小学生 1,500 円／レン
タル（希望者のみ）スキーセット 1,500 円（小学
生 1,000 円）、ボードセット 1,500 円、ウェアー
2,000 円、手袋・ゴーグル各 200 円／昼食（希望
者のみ）カレーライス豚汁付 650 円 申  ２月６日
（木）まで 大 スポーツ振興チーム（大平公民館内
☎ 43‐9225）
渡良瀬バルーン教室（熱気球）
時３月８日（土）５時 45 分集合（渡良瀬の里）、6
時 20 分搭乗予定（スカイフィールドわたらせ）対 
市内の小学生と保護者（２人１組）10 組※平成 19
年～ 24 年に行われた「わたらせスカイスポーツ体
験フェスタ」で搭乗した方は対象外 内 熱気球のし
くみ等講義、熱気球フリーフライト（約 30 分～１
時間）費 無料 申 1 月 28 日（火）～２月 10 日（月）
に直接、FAX、メールで。※申込書は、藤岡スポー
ツセンターか市ホームページからダウンロード可。
藤岡スポーツふれあいセンター☎ 62‐1301（問
合せのみ）／ FAX62 ‐ 1301 ／メール f-sports@
city.tochigi.lg.jp
市軟式野球連盟登録・大会等のお知らせ
◎平成 26 年度一般・学童野球チームの登録・参加
申込み
時３月９日（日）10 時～ 14 時 場 総合運動公園本
球場内市軟式野球連盟事務所（川原田町）費 登録料：
一般１万円、学童２千円※規則書（１千円）・競技
者必携（１千円）は別途徴収
◎第４回栃木市春季軟式野球大会
費Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄクラス１万２千円、市外チーム　
２万円
◎第４回栃木市春季学童軟式野球大会（第 34 回全
日本学童県予選）
費 市内学童チーム１万円
☆共通事項　登録用紙・大会要項・参加申込書は２
月中旬までに総会資料同封の上、各チームに郵送 
申 市軟式野球連盟事務局☎ 25‐3534 ／本 スポー
ツ振興課☎ 25‐0930
第 33 回栃木市ソフトボール協会総会・登録のお知
らせ
◎総会
時３月 16 日（日）10 時（受付 9 時 30 分～） 場 勤
労者総合福祉センター（今泉町１丁目）
◎平成 26 年度チーム登録
　未登録では大会等に出場できませんので、ご注意
ください。
費１万円（総会時納入）申 ２月 27 日（木）までに
本 スポーツ振興課☎ 25‐0930

め
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
と

併
せ
て 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
〒
３
２
８
‐
０
１
２
３
川
原

田
町
７
６
０
☎
25
‐
０
９
３
０

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
25
‐
０
９
３
５
／

メ
ー
ルsports@

city.tochigi.
lg.jp

）
へ

▲昨年のさくら祭り
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＝日時　 ＝場所　 ＝対象　
＝内容　 ＝講師　 医＝担当医師　

＝費用　 ＝定員　　= 持ち物　
＝申込・問合せ

詳細は各団体等に問い合わせください。

持

　シルバー人材センター入会説明会
２月 20 日（木）13 時 30 分～  

栃木保健福祉センター（今泉町２丁目）
 市内在住で働く意欲のある 60 歳以

上の方  栃木事務局☎ 23‐4165 ▽
藤岡事業所☎ 62‐1534 ▽都賀事業
所☎ 27‐8812 ▽大平事業所☎ 43‐
0155 ▽西方事業所☎ 92‐8390 ※除
草・塗装のできる方大募集（経験者・
興味のある方はぜひ！）。植木手入れ・
除草・草刈・家事援助等の仕事を割安
な料金で受けています。

シルバー人材センター刃物研ぎ
２月 19 日（水）９時～ 12 時（申

込みは 12 時まで）  栃木保健福祉セ
ンター西側シルバーセンター作業所前

（今泉町２丁目）  包丁類 300 円～、
刈込はさみ 500 円～、修理 100 円～

 シルバー人材センター栃木事務局
☎ 23‐4165 ※料金改定のお知らせ
…岩舟町シルバー人材センターとの統
合や最低賃金の引上げなどの事情によ
り、4 月 1 日からシルバー料金を引上
げます。今後もよろしくお願いします。

親子ヨガ教室受講者募集
３月９日（日）10 時～ 11 時 30 分 
 藤岡公民館（藤岡町藤岡） ０～

３歳児と保護者 15 組（先着順）  親
子間のスキンシップ・コミュニケー
ションを図りましょう。また保護者同
士の交流の場を提供します（飲み物、
動きやすい服装）  無料 ２月３日

（月）～栃木市社会福祉協議会藤岡支
所☎ 62‐5861

吉屋信子ワールド～信子の生涯と作品
～
　吉屋信子記念会設立５周年を記念
し、開催します。

２月 15 日（土）13 時 30 分～ 15
時 30 分  國學院大學栃木学園教育
センター（境町／栃木駅前）  第１
部…朗読会（栃女高生）、演奏会（若
手演奏家）／第２部…トークショー　

パネラー…舘野サク子さん（元栃女高
教諭）・広瀬ミツヱさん（記念会会員）、
コーディネーター…小林吉一先生（國
學院短大名誉教授）  ぶなの森カル
チャークラブ☎ 20‐5055

シリーズ　ザ　電子工作 No.5「光通
信機の製作」

２月 22 日（土）13 時 30 分～ 16
時 30 分  小山高専サテライト・キャ
ンパス（倭町）  中学生５人  光を
使った、簡単な通信機を製作します。
きらめく光で貴方の声を送ります  
無料 ２月 14 日（金）までにメール 
kouza@oyama-ct.ac.jp 又 は FAX0285
‐20‐2880 で希望講座名、住所、氏
名、フリガナ、年齢、電話番号を小山
工業高等専門学校／講座イベント申込
み窓口☎ 0285‐20‐2197

生活・介護支援サポーター養成講座受
講者募集（市委託事業）
　家庭や地域で高齢者の生活や介護を
支援するサポーターを養成する講座を
開催します。

 講義・演習２月 18 日（火）～ 21
日（金）９時～ 16 時 30 分／実習２
月 24 日（月）～ 27 日（木）の内１
日／修了式２月 28 日（金）10 時～
12 時  都賀公民館（都賀町原宿）等 

 市内在住者 20 人（先着順）  無
料 １月 21 日（火）～２月 17 日（月）
社会福祉法人スイートホーム☎ 29‐
3232

とちぎ夢ファーレ助成事業
あそ雛まつり　昔語りの会 IN かな半
旅館～箏の調べにのせて～

2 月 23 日（日）13 時 30 分～ 15
時 30 分  かな半旅館（万町）  か
な半旅館や栃木に伝わる昔話（市役所
の駐車場を利用ください）  栃木語
り部の会／間中☎ 080‐5424‐2994

とちぎ夢ファーレ助成事業
栃木市パソコン要約筆記サークル「さ
くらんぼ」
○～聞こえ難くても安心～　救急救命
体験講座

 ３月１日（土）14 時～ 16 時  勤
労者総合福祉センター（今泉町１丁目）

 どなたでも（手話通訳と要約筆記
がつくので、耳の不自由な方も安心し
て参加できます）  指導者に市消防署
救急係を招き、ＡＥＤを用いた心肺蘇
生法の体験と止血法を学ぶ※参加者多
数の場合一部体験できない場合あり 
○パソコンを使ったボランティア体験

 ３月 15 日（土）10 時～ 12 時  
栃木保健福祉センター（今泉町２丁目）

 多少入力でき、関心のある方  耳
が聞こえない方に音声を文字で伝える
パソコン要約筆記の体験  ３月８日

（土）まで
☆共通事項　  無料  栃木市パソコ
ン要約筆記サークルさくらんぼ／田中
☎・FAX92‐7373 又は携帯電話 090
‐3518‐8453

栃木少年少女合唱団　団員募集
 毎週土曜日９時～ 12 時  練習場

所…栃木南中学校１階の音楽室（本
町）  小学 1 年～中学 3 年生の少年
少女  市合唱祭り、慰問、コンサート、
定期演奏会  団費３千円／月  栃木
少年少女合唱団／内山☎ 090‐3514
‐6717

とちぎを知ろう！　太平山＆蔵の街ツ
アー

 3 月 1 日（土）～２日（日）１泊
２日  太平少年自然の家（平井町） 

 県内の小学３～６年生 40 人  蔵
の街遊覧船乗船・「とちぎ名物　じゃ
がいも入りやきそば」を食べよう（昼
食）・市内見学（蔵の街美術館、県庁堀、
栃木市役所他）・太平山観光協会の指
導による太平山名物「たまご焼き」づ
くり体験 ３千円程度（食事代、施
設利用料、活動や体験費用、傷害保険
代）  １月 25 日（土）～２月 12 日（水）
ハガキまたは FAX で太平少年自然の
家☎ 24‐8551 ／ FAX24‐8569

雇用保険を受給できない求職者の皆さ
んへ　求職者支援制度があります
　職業訓練によるスキルアップで早期
就職を！○再就職に必要なスキルを身
に付けるための職業訓練を受講できま
す○訓練期間中も訓練終了後も、ハ
ローワークが積極的に就職支援します
○一定要件を満たす方に訓練期間中、
給付金を支給します  ハローワーク
栃木☎ 22‐4135

高齢者の「住まい・住み替え」～元気
なときの住み替えと要介護期の住み替
え～

２月 17 日（月）13 時 30 分～ 15
時  市役所３階正庁Ａ（万町／新庁
舎） 70 人（先着順）  高齢期を安
心して暮らすために、住み替えを考え
る方が増えている中、高齢者の身体の
状況や費用からみた住まいの種類や住
み替えを考える場合の留意事項など、
わかりやすくお話します○サービス付
き高齢者向け住宅…高齢者単身・夫婦
世帯が安心して居住できる住まいとし
て、２年前に創設された制度○有料老
人ホーム○ケアハウス  池田敏史子
氏（ＮＰＯ法人シニアライフ情報セ
ンター代表理事）  無料  ２月 10 日

（月）まで電話・FAX・ﾒｰﾙで県住宅
課 ☎ 028‐623‐2483 ／ FAX028‐
623‐2489 ／ メ ー ル kikaku-shien@
pref.tochigi.lg.jp

福祉のお仕事ミニ面談会（栃木市・岩
舟町エリア）

２月７日（金）13 時～ 15 時 30 分
（受付 15 時まで）  ゆうゆうプラザ
（大平町西野田）  福祉の仕事を探し
ている方、または転職を考えている
方、平成 26 年 3 月卒業見込みの学生 

 求人事業所との面談会を開催  無
料  栃木県社会福祉協議会福祉人材
センター☎ 028‐643‐5622

とちぎ難病相談支援センター無料医療
相談
▼血液系疾患　 ２月 19 日（水）13
時～ 16 時まで
▼神経・筋疾患　 ２月 26 日（水）
13 時～ 16 時
☆共通事項　 とちぎリハビリテー
ションセンター（宇都宮市駒生町）※
予約制  とちぎ難病相談支援セン
ター☎ 028‐623‐6113（月～金曜
日 10 時～ 12 時、13 時～ 16 時）

中小企業退職金共済制度
　「中退共」は中小企業のための国の
退職金制度です。新規加入や掛金額を
増額する場合、掛金の一部を国が助成
し、掛金は全額非課税です。社外積立
で管理も簡単です。

（独）勤労者退職金共済機構　中
小企業退職金共済事業本部☎ 03 ‐
6907 ‐ 1234

自動車事故被害者支援制度
○自動車事故に遭われた方へ～重度障
害者介護料支給の制度～

 被害者・加害者を問わず、自動車
事故等で脳・脊髄・胸腹部臓器を損
傷し、後遺障害の程度が次に該当す
る方▼支給額　常時要介護者　月額
58,570 ～ 136,880 円／随時要介護者
　月額 29,290 ～ 54,000 円
○中学生までの交通遺児のために～育
成資金貸付制度（無利子）～

 保護者が自動車事故等で亡くなっ
たり、重い後遺症が残ったりした家庭
の中学生以下の子▼貸付金額　一時金
155,000 円、 月 額 20,000 円、 入 学
支度金 44,000 円▼返還方法　卒業後
20 年以内の均等払い※高校・大学等
へ進学した場合は在学期間中返還猶予
  ＮＡＳＶＡ自動車事故対策機構栃
木支所☎ 028 ‐ 622 ‐ 9001

持
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とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場を利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

掌の宇宙に、曼荼羅の花咲く

栃木文化会館
☎ 23-5678

◆マラソンピアノ in 大ホール
気分はピアニスト♪

   ３月１日（土） 10：00   大ホー
ル舞台   ピアノを弾ける小学生以上
の方 50 組（先着順）  無料（参加費・
入場料）  2 月 1 日（土）9：00 ～ 2
月 15 日（土）に、 参加申込書に記入
の上、FAX、メール、郵送、会館窓口
で。ホームページから、応募フォーム

＝日時　 ＝会場　 ＝料金　 ＝定員　 ＝チケット　 ＝プレイガイド　 ＝申

し込み　 ＝開場　 = 開演時間　 ＝託児サービス　 ＝電話予約　 ＝問い合わせ

藤岡文化会館
☎ 62-4321

大平文化会館
☎ 43-5231

◆ふるさとふれあいスペシャルコンサ
ート～髙橋由起フルートコンサート～

 ３月９日（日）　  13：30  14：
00 ～  800 人程度  一般（前売）
1,000 円　（当日）1,200 円、小中学
生（前売・当日）500 円、未就学児
無料  好評発売中  市内各文化会
館、プラッツおおひら、ゆうゆうプラ
ザ四季彩の湯
　2013 年の横浜国際音楽コンクール
一般管楽器部門

（フルート）で
見事 1 位に輝い
た市内大平町の
髙橋由起さん＝

写真＝によるフ
ルートコンサー
ト。現在パリの
音楽院へ留学中。
ピアノ：平田侑さん
合唱：栃の実コーラス（地元大平で活

動しているコーラス隊も応援）
◆とちぎ映像コンクール 2013

 ２月２日（日）  13：00  13：
30 ～  600 人   無料
　第 1 部は、とちぎ映像コンクール
応募作品の部門別入賞作品の表彰と上
映。
①ビデオ作品部門
②まちのＣＭ作品部門
③おもしろ投稿ビデオ部門
　第 2 部は、栃木市に行きたくなる
ショートムービー「しもつかれガール」
の上映。

◆参加型ピアノ演奏会
ベーゼンドルファー演奏会参加者募集！

 2 月 15 日（土） 13：00   13：
30 ～  メインホール  小学生以上
約 30 人  無料  １月 31 日（金）
までに氏名・住所・電話番号・演奏
時間（20 分以内）・演奏希望時間帯・
曲目を電話・FAX 等で大平文化会館
事 務 局（ ☎ 43 ‐ 5231 ／ FAX43 ‐
9090）へ
　当館所有の世界の名器ベーゼンドル
ファー２７５を大きなホールで弾けま
す。（演奏会観覧はどなたでも可）

◆岩崎宏美コンサート
あなたへ～いつまでもいつでも～

 3 月1日（土） 
 18：00  

全席指定 5,000
円（ 未 就 学 児
の 入 場 は ご 遠
慮ください）  
前売券販売中

で申し込み可能です。
　スタインウェイピアノを弾いてみま
せんか？より多くの方に、ピアノに親
しみ、舞台の雰囲気を楽しんでいただ
くための催しです。

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県

内の小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者

保健福祉手帳の交付を受けている方と介助

者 1人は無料

※団体は 20 人以上

　「ミクロコスモス」の世界にスポットを
当てたユニークな展覧会。さかぎしよし
おう、中村 錦
平、高橋禎彦、
新里明士、尾
形かなみなど、
新進気鋭の現
代作家、工芸
作家たちが独
自の世界を表
現する。これらの作品に加え、希少な豆
本の数々も展示。ゲストキュレーターに
大分県立美術館館長・武蔵野美術大学
教授の新見隆氏を迎えた、若き作家た
ちによる “ 掌の曼荼羅 ” の世界が、人々
を深く魅了する。
◎学芸員によるギャラリートーク
◆日時　２月 22 日（土）、３月15 日（土）、
22 日（土）各日14 時より
◎講演会「ミクロコスモスから、新しい
ミュージアムの文化を考える」
◆講師　新見　隆氏（大分県立美術館
館長、武蔵野美術大学芸術文化学科教
授）
◆日時　３月１日（土）14 時より
◆会場　小山高専サテライト・キャンパ

●開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）

●休館日　　 毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

　　　　　　　   2 月 12 日（水）

2 月 8 日（土）～
3 月 23 日（日）

ス　スタジオ２
◆定員　30 人（先着順）◆入場無料
◆共催　小山工業高等専門学校
◎こどものためのワークショップ

「くらのまビッグライト！くらのまスモー
ルライト！―おおきいのにちっちゃい？
世界ちっちゃいのにおおきい？？世界」
◆日時　３月９日（日）10 時～ 17 時
◆会場　とちぎ蔵の街美術館、旧栃木
第一小集会室
◆対象　小学生くらい（小学生未満は
保護者同伴）
◆定員　40 人（要予約）
◆参加費　500 円（保険料、材料費と
して）
◆申込締切　３月２日（日）

◆ファミリーコンサート
「オーケストラで聴くジブリ音楽」
 ２月 23 日（日）  14：30  15：

00 ～  全席指定席　Ｓ席 3,500 円、
Ａ席 2,500 円、Ｂ席 1,500 円（当日
は各 500 円増、高校生以下は 1,000
円引き、3 歳未満保護者膝上鑑賞につ
き 1 人無料）  前売券販売中  市内

各文化会館、プラッツおおひら、ゆう
ゆうプラザ四季彩の湯
　Ｎ響団友オーケストラ（ＮＨＫ交
響楽団の退職者及び 10 年以上のコン
サートマスター経験者）と、歌に井上
あずみ、本名陽子、木村弓を一堂に会
しジブリの世界を大人も子どもも楽し
める夢のコンサートです。

井上あずみ 木村　弓

本名　陽子

―Microcosm　アート、工芸、そして、蔵の空間

『4006』
さかぎしよしおう、2004年
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○親子ビクス
２ 月 10 日（ 月 ）10 時 ～ 10 時

45 分 １歳以上の未就園児と保護
者 25 組（先着順）  大橋光子氏 

 飲み物、動きやすい服装 １月
31 日（金）～
○ぺたぺた記念日

２月 18 日（火）・19 日（水）10
時～ 11 時 30 分（時間内参加自由） 

０歳以上  手形・足形、身長・
体重測定
○のびのびひろば

２月 25 日（火） 1 歳以上の未
就園児
○ぷちぷちひろば

２月 26 日（水） ０～ 11 か月児
☆のびのびひろば、ぷちぷちひろば
共通事項　時間は 10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由）  いつもな
かよし、マラカスおひなさま作り
○おひさまクラブ参加者募集

 平成 26 年４月～平成 27 年３月
の１年間（月１・２回）10 時～ 11
時  平成 24 年４月１日以前に生
まれた未就園児と保護者 ２月３
日（月）～ 17 日（月）
☆共通事項　  無料

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場　
２月４日（火）ウルトラボール

製作、18 日（火）新聞紙で遊ぼう、
25 日（火）おひなさま製作 10 時
30 分 ～ 11 時 30 分（10 時 20 分
集合）  乳幼児と保護者 25 組  
受付中
○プチころころ

２月５日（水）、６日（木）、７日
（金）14 時～ 15 時（予約した方を
時間で割振り）  乳幼児と保護者
各日 10 組  足形で鬼さんを作ろ
う  受付中
○赤ちゃんサロン

２月 13 日（木）、20 日（木）10
時 30 分～ 11 時 30 分 ０歳児と
保護者 25 組（上の子の託児あり）

 ふれあい遊び、ママ同士のおしゃ
べり（身体計測あり・1 歳を迎えた
子に誕生カードプレゼント）  受
付中
○赤十字幼児安全法講習会「育メン
集まれ～」

 ２月 22 日（土）10 時 30 分～
12 時（10 時 20 分集合）   子育て
中の保護者・祖父母20人（託児あり） 

 乳幼児におこりやすい事故、応
急手当、心肺蘇生の仕方等  日赤
幼児安全法指導員  バンダナ（大
きめのハンカチ）・ストッキング・
飲み物、動きやすい服装 １月 21
日（火）～
○子育て支援研修会④

３ 月 14 日（ 金 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分（10 時 20 分集合）  
乳幼児と保護者 30 組  人形劇を
楽しもう  おはなしおもちゃ箱  
２月 12 日（水）～
☆共通事項　  大平みなみ児童館

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

○親子で楽しむボールストレッチ
２ 月 28 日（ 金 ）10 時 45 分 ～

11 時 30 分 ２歳以上児と保護者
20 組  倉持雅代氏  スポーツタ
オルとバスタオル  無料 ２月
14 日（金）～予約受付
○すくすくタイム

 ２月６日（木）身長・体重測定、
窓飾り制作、13 日（木）バレンタイ
ン制作、20 日（木）ひな人形制作
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分  未就園児と保護者  
無料  不要

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満 ２月５日（水）・
10 日（月）◇２歳以上 ２月７日

（金）ともに時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分
○３月のカレンダー作り☆

２月 17 日（月）・19 日（水）10
時 30 分～ 11 時 30 分、25 日（火）
13 時～ 14 時
○絵本の会に参加しませんか☆

２ 月 24 日（ 月 ）10 時 45 分 ～
11 時 15 分  手遊びやシアターな
ど
○リトミックに参加しませんか！

２ 月 28 日（ 金 ）10 時 30 分 ～
11 時 30 分 １歳６か月～３歳児
と保護者（先着 20 組）  スケッチ
ブック（B4 サイズ）、クレヨン、甘
くない飲み物、汗拭きタオル ２
月 12 日（水）～ 14 日（金）9 時
30 分～電話受付
○エレクトーンコンサートに参加し
ませんか！

３月４日（火）10 時 30 分～ 11
時 30 分 １歳６か月以上児と保護
者（先着 20 組） ２月 17 日（月）
～ 20 日（木）9 時 30 分～電話受
付
☆印は自由参加です。

○親子で楽しむビデオ鑑賞
２月 24 日（月） １歳６か月～

未就園児 
○エプロンシアターをみてあそぼう
◇６か月～１歳５か月児

２ 月 10 日（ 月 ）、18 日（ 火 ）、
26 日（水）
◇１歳６か月～未就園児

２ 月 12 日（ 水 ）、19 日（ 水 ）、
25 日（火）
☆共通事項　時間は 11 時～ 12 時
※ 2 月、3 月の活動時間は 11 時～ 

15 組 １月 28 日（火）～ 30
日（木）９時～ 15 時

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○親子製作「豆まきのます作り」
2 月 3 日（月）10 時 30 分～

○総合避難訓練に参加してみよう
２月 14 日（金）10 時 15 分～

○親子製作「おひなさま」
２月 19 日（水）10 時 30 分～

○アンパンマンのシール遊び・開放
保育

２月 26 日（水）10 時 30 分～
☆共通事項　  未就園児と保護者 

 無料  不要　

○かんたん☆コロコロ２色トリュフ
作り

２月８日（土） 11 時～ 12 時  
小学生以上18歳未満20人（先着順） 

 材料をコロコロと丸めるだけの
簡単トリュフを作ります  エプロ
ン・三角巾・マスク ２月１日（土）
～

○絵本講座
２月 21 日（金）  絵本について

のお話、読み聞かせなど  田代正
晴氏（こどもの友社）
○わくわくタイム

２月７日（金）、14 日（金）  
身長・体重・手形測定

２月 28 日（金）  ひな人形の製

大平みなみ児童館
（☎ 43‐9880）

○ラッピング開催
２月１日（土）13 時 30 分～ 15

時  小学生・幼児（親子参加可）
20 人  バレンタインにむけて、か
わいいラッピングをしよう！  無
料
★平成 26 年度大平みなみ児童館幼
児クラブ会員募集

 平成 26 年４月～平成 27 年３月
の水曜日・金曜日の２コース（月
２～３回程度）10 時 30 分～ 11 時
30 分  満１歳児（平成 24 年４月
２日～ 9 月 30 日生まれ）／満２歳
児（平成 23 年 4 月２日～平成 24
年 4 月１日生まれ）／満３歳児（平
成 22 年 4 月２日～平成 23 年 4 月
1 日生まれ） ※満１歳児（平成 24
年 10 月 1 日～平成 25 年 4 月 1 日
生まれの方は、年度途中の８月ころ
随時募集します） 60 人程度  
手遊び、歌、製作、おやつ作り、季
節の行事、散歩など 2 月５日（水）
～７日（金）に大平みなみ児童館へ
印鑑を持参し、開館時間内に申込む
☆共通事項　  無料

○豆まき会
２月１日（土）10 時 30 分～※

時間までに来てください  おにお
にポシェットを作って、みんなで鬼
退治をしよう！
○スマイル・スマイル～親子でお友
だちつくり～

２月７日（金）10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由） 3 か月～ 1
歳 5 か月児と保護者  毛糸であっ
たか雪だるま作り
○わくわくたいむ

２月８日（土）14 時～ 15 時 30
分（時間内参加自由）  ４歳児以
上  毛糸のインディアンペンダン
ト作り
○にこにこたいむ～親子でお友だち
つくり～

２ 月 13 日（ 木 ）10 時 ～ 11 時
30 分（時間内参加自由）  1 歳 6
か月以上の未就園児と保護者  毛
糸であったか雪だるま作り
○ひな人形作り

２ 月 22 日（ 土 ）、23 日（ 日 ）、
24 日（月）10 時 30 分～ 11 時 30
分、15 時 30 分～ 16 時 30 分（時
間内参加自由）  マーブル紙粘土
びな作り
○３月のママといっしょ「お楽しみ
会」

２月 13 日（木）～ 25 日（火）
※ 4 クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と
保護者） ３月７日（金）10 時 30
分～   バスタオル　
◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か
月児と保護者） ３月 11 日（火）
10 時 30 分～ 
◇くま②クラス（1 歳 6 か月児～ 1
歳 11 か月児と保護者） ３月 11
日（火）11 時 15 分～ 
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児
と保護者） ３月 14 日（金）10
時 30 分～   クレヨン　
☆共通事項　  無料  電話または
直接いまいずみ児童館へ
○栃木市チャレンジ母親クラブ
◎平成２６年度会員募集―みんなで
一緒に子育てしましょう―　
　チャレンジ母親クラブは、いまい
ずみ児童館を拠点として次の活動を
しています  ０～ 12 歳（小学生
まで）の子どもと母親他 40 組（先
着順）  親子および母親同士の親
睦・交流活動／世代間の交流活動／
子育てに関する研修活動／児童の事
故防止活動  入会金１千円（大人
保険料を含む）保険料：子ども１人
100 円※行事により実費有り ２月
１日（土）～いまいずみ児童館にあ
る申込用紙に代金を添えて窓口へ

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

○双子ちゃん遊ぼう
２月３日（月）10 時～ 12 時  

未就園児の双子と保護者又は双子を
妊娠中の方  無料※一般にも開放
○リズム de ポン

２月３日（月）10 時～ 11 時  
未就園児と保護者  リトミックや
ミュージック・ケアを取り入れた音
楽や楽器等を使ったリズム遊び  
無料
○ほのぼの移動広場

２月４日（火）、18 日（火）10
時 30 分～ 11 時 30 分※時間内参
加自由  イオン栃木店ちびっこ広
場  保育士による歌遊び、絵本読
み、ミュージック・ケアや子育て相
談（看護師相談あり）
○親子ふれあい給食

２月７日（金）受付 10 時～ 10 時
30 分  当日先着 5 組   親子で
800 円（離乳食あり）
○健康相談日

２ 月 17 日（ 月 ）10 時 ～ 15 時 
 身体測定※午前中、助産師相談

あり（予約不要）
○マタニティー＆ベビーの日

２ 月 20 日（ 木 ）14 時 ～ 15 時 
 妊娠５か月以上（臨月を除く）

の妊婦又は夫婦２組  赤ちゃんの
お世話、調乳、おやつ試食  エプ
ロン、母子手帳  無料  電話で
10 時～ 15 時
○赤ちゃんサロン（ひまわりコース）

２月 13 日～（木曜日全 4 回）10
時～ 11 時 30 分  平成 25 年 4、5、
6 月生まれの乳児と保護者
○赤ちゃんサロン（ちゅうりっぷ
コース）

２月 20 日～（木曜日全 4 回）10
時～11時 30 分  平成 25 年７、８、
９月生まれの乳児と保護者
☆共通事項　  子育ての情報交換、
離乳食試食等 20 人（先着順）  
無料（給食代等実費負担） 2 月 1
日（土）～ 10 日（月）までメール
sakura-3j@sakura-kids.jp に 保 護 者
名、子ども名、読み仮名、生年月日、
〒住所、電話番号を送信※案内は後
日郵送

○児童館フェア 2014
２ 月 16 日（ 日 ）12 時 ～ 15 時

30 分  栃木県子ども総合科学館
（宇都宮市西川田町）  無料（入場
も無料） 

○ほんわかタイム
２月４日（火）当日受付 ２階

和室 ０歳児と保護者  親子での
ふれあい遊びとおしゃべりタイム 

 当日受付
○小児歯科衛生士さんの話

２月 27 日（木）10 時 30 分～当
日受付  談話室  個別相談もあ
ります  歯ブラシ、タオル
○おっぱいのはなし

 未定…決まり次第館内掲示（当
日受付）  おっぱいに関する悩み
を助産師さんが聴いてくれます
○プチなかよしタイムⅣ期

2 月 18 日（火）・3 月 11 日（火）
 平成 25 年１月～３月生まれの登

録者  ベビータッチケア
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時 

 無料  ８時 30 分～ 17 時

作＆ひな祭り
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分  乳幼児と保護者 20
組（先着順）  無料 ２月３日（月）
～
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乳幼児健診等のご案内
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問 合 先

３月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
６ 木 　大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
11 火 　藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
17 月 　栃木保健福祉センター   9：00 ～ 11：30

18 火 　都賀保健センター 13：30 ～ 16：30

20 木 　西方保健センター   9：00 ～ 11：30

３月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
14 金 栃木保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
20 木 大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ
①妊娠中の生活・仲間づくり    ２月 17 日（月） 終了
②育児について・栄養指導    ２月 24 日（月） 終了
③妊婦体験・沐浴指導       ３月８日（土）     2 月 15 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

栃木保健福祉センター
２ 10 月   ふれあい遊び・子育てアドバイス
３ ８ 土   絵本読み聞かせ・ストレッチ

大平ゆうゆうプラザ
２ 19 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
２ ４ 火 ベビータッチケア
３ ５ 水 離乳食実習

 都賀保健センター
２ ７ 金 離乳食のお話・ベビータッチケア

　
　
　
　（
２
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
３ 月 栃木（栃木保健福祉センター）
10 月 大平（大平ゆうゆうプラザ）
17 月 藤岡（藤岡保健福祉センター）
24 月 都賀（都賀保健センター）

休日・夜間救急診療

≪栃木地区急患センター２月の当番医≫

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

≪急患センター終了後、問合先≫

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

毎日18：00 ～ 23：00  
☎ 028‐600‐0099　プッシュ回線の場合　  #8000 

≪とちぎ子ども救急電話相談≫

○ホームページ
　「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
　アドレスバーに下記のＵＲＬを入力。
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
○モバイル版
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ医療情報ネット≫

２月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

19 水
栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）

25 火
大平（大平ゆうゆうプラザ）
西方（西方保健センター）

27 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
9 か月児健診

４ 火 栃木（栃木保健福祉センター）
14 金 栃木（栃木保健福祉センター）
19 水 都賀（都賀保健センター）
25 火 西方（西方保健センター）
26 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
27 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

1 歳 6 か月児健診
４ 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）
12 水 栃木（栃木保健福祉センター）
25 火 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診
５ 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
13 木 栃木（栃木保健福祉センター）
14 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）
26 水 栃木（栃木保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
５ 水 藤岡（藤岡保健福祉センター）
７ 金 西方（西方保健センター）
13 木 都賀（都賀保健センター）
21 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
25 火 栃木（栃木保健福祉センター）

成人健診等のご案内

　タバコには、多くの化学物質・有害物質が含まれ、そのうち約 60 種類は発がん物質だと言われ

ています。吸っている本人はもちろん、周囲の人にも悪影響。百害あって一利なし。禁煙をする

のに遅すぎるということはありません。ぜひ自分のため、家族のために禁煙をしましょう。

１ 土 渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）

２ 日
内：轡田（こひらメディカルクリニック）
外：町田（メディカルパパス）

３ 月 青木（章） （静和医院）
４ 火 成田（成田内科）
５ 水 中元（中元内科医院）
６ 木 大門（大門内科医院）
７ 金 石井（石井内科医院）
８ 土 青木（虎） （青木医院）

９ 日
内：田村（田村医院）
外：与倉（与倉ペインクリニック）

10 月 山門（山門クリニック）

11 火
内：桜井（桜井こどもクリニック）
外：三浦 （三浦整形外科）

12 水 大山（大山整形外科）
13 木 藤沼（仁）（大平下病院）
14 金 橋本（安）（橋本医院）
15 土 土谷（土谷医院）

16 日
内：小森谷（小森谷内科医院）
外：川島（かわしまクリニック）

17 月 青木（虎） （青木医院）
18 火 斉藤（伸） （さいとう小児科）
19 水 金田（金田医院）
20 木 野崎（野崎医院）
21 金 亀田（亀田整形外科医院）
22 土 箕輪（箕輪内科）

23 日
内：河口（河口医院）
外：青木（虎） （青木医院）

24 月 永谷（大島医院）
25 火 桜井（桜井こどもクリニック）
26 水 与倉  （与倉ペインクリニック）
27 木 腰塚（学） （ちづかクリニック）
28 金 川島（かわしまクリニック）

健康をおびやかすタバコの害

①肺がんの他、のど・食道・
　すい臓・子宮など様々
　の部位のがんの原因に
　なります。

③ 呼 吸 困 難 を 伴 う
COPD

（慢性閉塞性肺疾患）
になる危険性が高く
なります。

②動脈硬化を進め、
脳卒中・心筋梗塞に
なる危険性が高くな
ります。

④歯周病や

口臭の原因

になります。 ・家計にやさしい！
・喫煙所を探さなく
てよくなる！

１日で  心臓発作の確率が減ります。
２日で  臭い・味の感覚が復活し始めます。
５年で  肺がんになる確率が半分に減ります。
10 年で  その他のがんになる確率が減ります。

禁煙をして、より健康な毎日を！
境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699

【診療時間等】
平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日   9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。
※急患センターは、急病の患者さんに対し応急
的な診療を行う施設です。急病ではない患者さ
んは、かかりつけ医師等の診療時間内に受診す
るなど、急患センターの正しい利用をお願いし
ます。

がん検診無料クーポン券の有効期限は２月 28 日（金）まで‼　※詳細は５ページをご覧ください
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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

▲ロウバイやセツブンソウが見
ごろを迎える（昨年２月撮影）
◀星野遺跡憩の森に復元された
縄文時代の住居

　

歴
史
と
文
化
に
富
ん
だ
栃

木
市
の
中
で
も
最
古
級
は
、

市
北
西
部
の
栃
木
百
名
山
の

谷
倉
山
と
三
峰
山
の
間
に
展

開
す
る
星
野
の
里
だ
。
そ
し

て
そ
こ
は
花
の
里
と
し
て
多

く
の
市
民
を
魅
了
す
る
。

　

三
峰
山
東
山
麓
の
四
季
の

森
星
野
で
は
１
月
中
旬
か
ら

ロ
ウ
バ
イ
、
マ
ン
サ
ク
、
２

　
　

   

旧
石
器
時
代
へ
つ
な
が
る
地

花
と
歴
史
と
文
化
の
山
里

月
か
ら
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
、
梅

が
競
演
。
山
口
台
地
に
は
遺

跡
公
園
の
桜
と
カ
タ
ク
リ
の

群
落
も
。
集
落
の
沿
道
は
手

入
れ
さ
れ
た
庭
木
や
草
花
が

歓
迎
す
る
よ
う
に
咲
く
。

　

中
央
を
流
れ
る
永
野
川
と

豊
か
な
緑
、

そ
し
て
太
陽

に
恵
ま
れ
た

台
地
は
狩
猟

時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
に
最

適
の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
８
万
年
前
の
物

と
も
い
わ
れ
る
旧
石
器
の
発

見
は
当
地
の
故
斎
藤
恒
民

さ
ん
が
ル
ヴ
ァ
ロ
ア
型
石

核
（
石
刻
と
は
石
器
の
素
材

の
剥
片
を
は
が
し
取
っ
て

残
っ
た
原
石
の

こ
と
）
を
山
口

台
地
で
発
見
し

た
の
が
契
機
。

東
北
大
学
の
芹

沢
長
介
教
授
を

中
心
に
昭
和
40

（
１
９
６
５
）

年
か
ら
５
度
に

わ
た
る
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
、

石川　美
み く

駈ちゃん

ル
ゼ
ン
エ

平成 25年２月生まれの赤ちゃん

関
せきぐち

口　睦
むつ

ちゃん

栗
くりざき

﨑　優
ゆ う と

斗ちゃん

関
せきぐち

口　仁
に い な

渚ちゃん

谷
や ざ わ

澤璃
り の あ

乃亜ちゃん

大
おおつか

塚　健
けんしん

真ちゃん
橋
はしもと

本　紗
さ え

英ちゃん足
あ す け

助　奏
か な み

美ちゃん

関
せきぐち

口　琳
り く

久ちゃん

飯
い い だ

田琉
る う と

優都ちゃん

神
かみやま

山　茶
さ わ

和ちゃん石
いしかわ

川慎
しんのすけ

之介ちゃん

山
やまぐち

口　尊
たける

ちゃん

（
募
集
）
写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）・ 

生
年
月
日 

・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を

記
入
し
て
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
締
め
切
り
）　

平
成
25
年
４
月
生
ま
れ　

２
月
13
日
（
木
）

（
当
日
必
着
）　

平
成
25
年
５
月
生
ま
れ　

３
月
７
日
（
金
）

大
お お ま め う だ

豆生田結
ゆ い と

翔ちゃん

島
し ま だ

田　暦
こよみ

ちゃん

松
ま つ い

井　康
こう

ちゃん

山
や ま だ

田　彩
あ や と

人ちゃん 数
千
個
の
石
器
を
発
見
し

た
。

　

調
査
用
に
10
㍍
余
掘
り
下

げ
た
ト
レ
ン
チ
の
一
つ
は
星

野
遺
跡
地
層
た
ん
け
ん
館
と

し
て
、
13
に
区
別
さ
れ
た
文

化
層
が
一
目
で
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
縄
文
時
代

の
住
居
跡
な
ど
も
発
見
さ

れ
、
星
野
遺
跡
憩
の
森
と
し

て
台
地
の
中
央
に
復
元
整
備

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
旧
石
器
時
代
に
関

す
る
資
料
や
文
献
な
ど
は
斎

藤
さ
ん
が
私
財
を
投
じ
て
遺

跡
公
園
南
に
建
設
し
た
星
野

遺
跡
記
念
館
に
収
容
さ
れ
て

い
る
（
現
在
休
館
中
）。

　

村
お
こ
し
の
要
と
な
る
ゆ

ず
の
里
や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

も
あ
っ
て
、
山
里
の
魅
力
を

満
喫
で
き
る
。

江
え だ

田　那
な つ き

月ちゃん

◇
募
集
期
間　

２
月
３
日（
月
）

～
28
日
（
金
）

◇
広
報
紙
発
行
部
数

約
５
万
２
，
８
０
０
部
（
月
１

回
発
行
／
Ａ
３
判
）

☆
カ
ラ
ー
広
告

◆
場
所
と
料
金（
１
回
当
た
り
）

①
裏
表
紙
下
２
段
の
２
分
の
１

枠　

８
万
円
／
枠

②
表
紙
裏
下
２
段
の
２
分
の
１

枠　

７
万
円
／
枠

市ホームページの有料バナー広告募集

　平成 26 年度に、市ホームページ（トップページ下部）
に掲載する有料バナー広告を募集します。
　企業ＰＲなどにぜひ活用ください。
◆掲載期間　平成 26 年４月～平成 27 年３月の１か月単位
◆掲載規格　天地 50 ピクセル×左右 170 ピクセル
◆容量　８ＫＢ以内
◆形式　GIF、JPEG、PNG
◆枠数　制限なし
◆ 掲 載 料　 １ か 月
15,000 円、12 か 月
165,000 円（ 一 括 前
納の場合に限る）
※詳細は市ホームページのトップページをご覧ください。

  秘書広報課 ☎ 21 ‐ 2225
※２月３日以降☎ 21 ‐ 2317

有
料
広
告
を
募
集

平
成
26
年
度
広
報
と
ち
ぎ

（
枠
サ
イ
ズ
①
・
②
共
通
）

（
約
）
横
１
３
５
㍉
×
縦
94
㍉

③
裏
表
紙
１
頁
前
下
１
段
の
２

分
の
１
枠　

３
万
５
千
円
／
枠

（
枠
サ
イ
ズ
③
）

（
約
）
横
１
３
５
㍉
×
縦
45
㍉

☆
白
黒
広
告

◆
場
所
と
料
金（
１
回
当
た
り
）

④
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
等

（
８
段
組
）
の
最
下
段
（
１
号

に
付
き
概
ね
９
枠
）
の
３
分
の

１
枠　

１
万
８
千
円

（
枠
サ
イ
ズ
④
）

（
約
）
横
89
㍉
×
縦
45
㍉

※
１
ペ
ー
ジ
単
位
（
２
分
の
１

枠
×
２
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

《
募
集
期
間
内
は
次
の
順
位
で

掲
載
》

①
同
一
枠
を
12
回
一
括
申
込
み

②
複
数
申
込
み
（
合
計
納
付
金

額
が
多
い
方
を
優
先
、
合
計
金

額
が
同
じ
場
合
、
枠
サ
イ
ズ
が

大
き
い
方
を
優
先
）

③
１
回
申
込
み
（
枠
サ
イ
ズ
が

大
き
い
方
を
優
先
）

※
そ
れ
ぞ
れ
市
内
の
個
人
事
業

所
や
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

法
人
等
を
優
先
し
ま
す
。

※
優
先
順
位
が
同
順
位
の
場

合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
期
間
経
過
後
、
募
集
枠

に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
申
込

み
順
と
し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

・
広
告
の
内
容
等
は
、「
広
報

と
ち
ぎ
」
広
告
掲
載
仕
様
書
を

厳
守
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
詳
し
く
は
問
合
先
へ
）

・
左
右
な
ど
の
掲
載
場
所
は
指

定
で
き
ま
せ
ん

◇
申
込
・
問
合
先　

申
込
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
広
告
原
案
を
添

え
て
、

 

秘
書
広
報
課
広
報

広
聴
担
当
（
☎
21
‐
２
２
２
６

※
２
月
３
日
以
降
☎
21
‐

２
３
１
８
）
へ
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市内各地から、楽しい秋の話題が届きました！

①①
裏 表 紙

○○○○（平成○）年○月○日　発行　　　　　　　　　　　　　　　　 広報とちぎ　広告号 2

表 紙 裏

②②
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④④④

インフォメー
　   ション等の
　　　   ページ
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  裏表紙の
 １ページ前

③③
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市内各地から、楽しい話題が届きました！

市内各地のイベント情報を、市ホームページのイベントカレンダーで見ることができます。

   11 月 29 日、プラッツおおひらを主会場
に、大平地域の冬の風物詩「光と音のペー
ジェント」の点灯式が開催され、約 8 万個
の光と大平中学校吹奏楽部の演奏が、冬の
夜を幻想的に演出しました。
　また、今年は、栃木工業高校の生徒が製作した体
験型イルミネーションの新作（光るベンチ、くぐる
と音と光が出るアーチ）も加わり、イベントに華を
添えていました。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
12
月
１
日
、
道
の
駅
に
し
か
た
と
、
そ
の
周
辺

の
田
ん
ぼ
を
会
場
に
『
ど
田
舎
に
し
か
た
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

   

会
場
で
は
、
田
ん
ぼ
相
撲
や
俵
飛
ば
し
大
会
、
三
輪
車
レ
ー
ス
や

ト
ラ
ク
タ
ー
試
乗
体
験
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
お
笑
い
ラ
イ

ブ
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
、
お
楽
し
み
大
抽
選
会
等
が
行
わ
れ
、

約
５
千
人
の
来
場
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

   

12
月
1
日
、
大
柿
地
区
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

主
催
の
「
大
柿
新
そ
ば
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
日
は
、
新
そ
ば
の
食
べ
放
題
に
加
え
、
サ
ツ
マ
イ
モ
収

穫
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
豊
か
な

自
然
に
育
ま
れ
た
そ
ば
の
風
味
を
存
分
に
味
わ
っ
た
り
、
土
の

中
か
ら
顔
を
出
し
た
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
に
歓
声
を
上
げ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

　12 月 15 日、藤岡地域自治会連合会主
催の講演会「行政に頼らない感動のまちづ
くり」が、藤岡文化会館で行われました。
　鹿児島県鹿屋市柳谷自治公民館館長の豊
重哲郎氏を講師に迎え、柳谷集落（通称「や

ねだん」）が目指した「行政に頼らない地
域再生」について、御講演いただきました。
　自治会長を始めとして約 300 人の参加
があり、講師の話に熱心に耳を傾けていま
した。

　

冬
晴
れ
の
12
月
７
、８
日
、
市
総
合
運
動
公
園
で
「
と

ち
ぎ
ア
グ
リ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
産
の
新
鮮
野
菜
の
実
食
・
販
売
の
他
、
小
学
生
・

保
育
園
児
に
よ
る
演
奏
や
栃
木
ウ
ー
ヴ
ァ
Ｆ
Ｃ
選
手
と
の

キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
多

く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
ち
つ
き
実
演
後
の
無
料
配
布
に
は
、
つ
き
た

て
の
も
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
方
が
並
ぶ
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。


